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 尾張旭市の概要  

 

尾張旭市の人口の推移 
（各年３月末現在） 

年 次 人  口 世 帯 数  人 口 密 度 

昭和 ４５ 年  ３３，３１６    ８，２９９     １，５８０  

 ５０  ４２，１７２  １１，２８３  ２，０００  

 ５５  ５２，４５８  １５，３６４  ２，４８７  

 ６０  ５６，７１８  １７，２５８  ２，７０１  

 ６１  ５８，０３３  １７，７７９  ２，７６３  

 ６２  ５９，６４９  １８，４０５  ２，８４０  

 ６３  ６１，５５４  １９，２１９  ２，９３１  

平成 元 年 ６３，２５１  ２０，００２  ３，０１２  

 ２  ６４，７４１  ２０，６５８  ３，０８３  

 ３  ６５，８８６  ２１，２８０  ３，１３７  

 ４  ６６，９１３  ２１，８４１  ３，１８６  

 ５  ６８，２０８  ２２，５３０  ３，２４８  

 ６  ６８，９８５  ２３，１１４  ３，２８５  

 ７  ６９，７１９  ２３，６３８  ３，３２０  

 ８  ７０，８４８  ２４，３９２  ３，３７３  

 ９  ７２，２７９  ２５，２３４  ３，４４２  

 １０  ７３，６７３  ２６，０８６  ３，５０５  

 １１  ７４，６２０  ２６，７０９  ３，５５３  

 １２  ７５，４８９  ２７，２６２  ３，５９１  

 １３  ７６，３８６  ２７，９２９  ３，６３４  

 １４  ７７，４５８  ２８，６７４  ３，６８５  

 １５  ７７，８８８  ２９，０８９  ３，７０５  

 １６  ７８，６５４  ２９，６４６  ３，７４２  

 １７  ７９，２２０  ３０，１３５  ３，７６９  

 １８  ７９，５４６  ３０，５３４  ３，７８４  

 １９  ８０，０４１  ３１，０３５  ３，８０８  

 ２０  ８０，６４８  ３１，６６０  ３，８３５  

 ２１  ８１，５０５  ３２，２３３  ３，８７６  

 ２２  ８１，６１９  ３２，４６５  ３，８８１  

 ２３  ８１，５０７  ３２，５２７  ３，８７６  

 ２４  ８１，９５３  ３３，０００  ３，８９７  

 ２５  ８１，７９２  ３３，０６５  ３，８８９  

 ２６  ８２，１９２  ３３，４９９  ３，９０８  

 ２７  ８２，３６１  ３３，８４３  ３，９１６  

 ２８  ８２，７５７  ３４，２７２  ３，９３５  

 ２９  ８２，９９７  ３４，６８５  ３，９４７  

 ３０  ８３，３７２  ３４，８３６  ３，９６４  

 ３１  ８３，５９２  ３５，３１８  ３，９７４  

令和 ２  ８３，７９７  ３５，７１９  ３，９８４  
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歴代教育長・教育委員 
氏 名 在 任 期 間 備   考 

川本  宗男 (昭和42.10.１) ～ 46.9.30 委員長(昭和42.10.4～46.9.30) 

山内  勇夫 (43.10.１) ～ 47.9.30   

加藤  新吉 (44.10.１) ～ 48.9.30   

太田  一二 (45.10.１) ～ 49.9.30 委員長(46.10.7～49.9.30) 

松原  勝 (43.10.１) ～ 51.9.30 教育長 

斉場  釥男 46.10.1 ～ 50.9.30 委員長(49.10.3～50.9.30) 

和佐田 高望 47.10.1 ～ 48.10.4   

矢野  峯清 48.10.1 ～ 52.9.30 委員長(50.10.2～52.9.30) 

可知  かよ子 48.12.15 ～ 51.9.30    

見浦  永紀 49.10.1 ～ 53.9.30 委員長(52.10.6～53.9.30) 

松尾  富之 50.10.1 ～ 54.9.30 委員長(53.10.5～54.9.30) 

碓永  鎰一 51.10.1 ～ 55.9.30 委員長(54.10.4～55.4.30) 

水野  芳朗 51.10.1 ～ 59.9.30 教育長 

深谷  信夫 52.10.1 ～ 56.9.30 委員長(55.10.1～56.9.30) 

柴田  敏之 53.10.1 ～ 57.9.30 委員長(56.10.6～57.9.30) 

川島  光晴 54.10.1 ～ 58.9.30 委員長(57.10.1～58.9.30) 

小澤  利明 55.10.1 ～ 59.9.30 委員長(58.10.6～59.9.30) 

西尾  成之 56.10.1 ～ 60.9.30 委員長(59.10.1～60.9.30) 

加藤  義之 57.10.1 ～ 61.9.30 委員長(60.10.2～61.9.30) 

佐伯  恭二 58.10.1 ～ 62.9.30 委員長(61.10.1～62.9.30) 

立松  嘉男 59.10.1 ～ 63.9.30 委員長(62.10.1～63.9.30) 

河村  義一 59.10.1 ～ 61.3.31 教育長 

金田  正也 60.10.1 ～ 平成元.9.30 委員長(63.10.1～平成元.9.30) 

木全  弦 61. 4.1 ～ 4.9.30 教育長 

宮崎  金市 61.10.1 ～ 2.9.30 委員長(平成元.10.2～ 2.9.30) 

大岩  進 62.10.1 ～ 3.9.30 委員長( 2.10.1～ 3.9.30) 

池垣  俊生 63.10.1 ～ 4.9.30 委員長( 3.10.1～ 4.9.30) 

今井  光映 平成元.10.1 ～ 5.9.30 委員長( 4.10.1～ 5.9.30) 

木原  克之 2.10.1 ～ 6.9.30 委員長( 5.10.1～ 6.9.30) 

飯田  幸雄 3.10.1 ～ 7.9.30 委員長( 6.10.3～ 7.9.30) 

礒貝  滿洲 4.10.1 ～ 8.9.30 委員長( 7.10.2～ 8.9.30) 

細田  義幸 4.10.1 ～ 8.9.30 教育長 

曽我  尚之 5.10.1 ～ 7.6.30   

西村  暠夫 6.10.1 ～ 10.9.30 委員長( 9.10.1～10.9.30) 

加藤  壽生 7. 7.1 ～ 9.9.30 委員長( 8.10.1～ 9.9.30) 

畑中  弘 7.10.1 ～ 11.9.30 委員長(10.10.1～11.9.30) 

箕輪  淳子 8.10.1 ～ 12.9.30 委員長(11.10.1～12.9.30) 

若杉  普 8.10.1 ～ 12.9.30 教育長 

谷口  幸治  9.10.1 ～ 13.2.13 委員長(12.10.1～13.2.13) 

笠井  健一 10.10.1 ～ 14.9.30 委員長(13.3.23～14.9.30) 

山本  耕平 11.10.1 ～ 15.9.30 委員長(14.10.1～15.9.30) 

安藤  公爾 12.10.1 ～ 16.9.30 委員長(15.10.1～16.9.30) 

小川  進吾 12.10.1 ～ 16.9.30 教育長 

塚本  芳美 13.3.23 ～ 17.9.30 委員長(16.10.1～17.9.30) 

岩﨑  巌 14.10.1 ～ 18.9.30 委員長(17.10.1～18.9.30) 
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丹羽  敏行 15.10.1 ～ 19.9.30 委員長(18.10.1～19.9.30) 

星合  充基 16.10.1 ～ 20.9.30 委員長(19.10.1～20.9.30) 

和田  浩志 16.10.1 ～ 21.3.31 教育長 

鈴木  章代 17.10.1 ～ 21.9.30 委員長(20.10.1～21.9.30) 

田中  宏和 18.10.1 ～ 22.9.30 委員長(21.10.1～22.9.30) 

成瀬  範恭 19.10.1 ～ 23.9.30 委員長(22.10.1～23.9.30) 

佐伯  公 20.10.1 ～ 24.9.30 委員長(23.10.1～24.9.30) 

玉置  基 21. 4.1 ～ 28.9.30  教育長 

細田  智恵子 21.10.1 ～ 25.9.30 委員長(24.10.1～25.9.30) 

石原  淳二 22.10.1 ～ 26.9.30 委員長(25.10.1～26.9.30) 

見浦  大耕 23.10.1 ～ 27.9.30 委員長(26.10.1～27.9.30) 

鈴木  達人 24.10.1 ～ 28.9.30  委員長(27.10.1～28.9.30) 

谷山  れい子 25.10.1 ～ 29.9.30    

杉浦  ますみ 26.10.1 ～ 30.9.30    

大川  将史 27.10.1 ～ 令和元.9.30    

河村  晋 28.10.1 ～ 
 
教育長 

大岩  裕泰 28.10.1 ～ 2.9.30 
 

山本  真依子 29.10.1 ～ 
  

堀   祐子 30.10.1 ～   

伊藤  智成 令和元.10.1 ～   

松尾  功 2.10.1 ～   

 



教育委員会の組織

1 1 ※
1 2

2 4 1 2 2 1 3 2 3 3 ※2 23

1 2 13 1 2 19

1 1 1 1 5 1 1 11

1 2 1 3 7

1 1 2 2 1 1 3 11

1 2 5 6 8 18 9 0 2 4 3 3 3 0 2 3 1 ※3 3 73

※県職員（派遣）再掲：指導主事については、部次長級、課長級、課長補佐級。
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教育行政課 

 庶務係 

 １ 教育委員会の会議及び教育委員会委員に

関すること。 

 ２ 教育委員会規則等の制定又は改廃の総括

に関すること。 

 ３ 教育委員会の告示及び公告に関すること。 

 ４ 公印の管理に関すること。 

 ５ 事務局の職員の任免その他人事に関する

こと。 

 ６ 教育委員会の予算及び決算の総括に関す

ること。 

 ７ 教育に係る調査及び統計の総括に関する

こと。 

 ８ 要保護及び準要保護の児童及び生徒に係

る就学援助に関すること。 

 ９ 特別支援教育の就学奨励に関すること。 

 10 情報機器その他学校備品に関すること。 

 11 学校用務員等に関すること。 

 12 私立学校(幼稚園を除く。)に関すること。 

 13 教育行政の相談に関すること。 

 14 学校及び学校給食センターの設置、変更

及び廃止に関すること。 

 15 通学区域の設定及び変更に関すること。 

 16 教育に関する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価の総括に関すること。 

 17 愛日地方教育事務協議会に関すること。 

 18 教育に係る表彰に関すること。 

19 教育委員会の庶務に関すること。 

 20 課の庶務に関すること。 

 21 その他他の所管に属さない教育委員会の

事務に関すること。 

 

 教育施設係 

 １ 学校施設の整備、営繕及び維持管理に関

すること。 

 ２ その他教育委員会が所管する施設の営繕

（軽微なものを除く。）に関すること。 

 ３ 教育委員会が所管する施設の整備計画に

関すること。 

 

 

 

 

 

 学校指導係 

１ 学校の組織編成、教育課程、学習指導、

生徒指導及び進路指導に関すること。 

２ 県費負担教職員の任免、懲戒その他進退

の内申に関すること。 

３ 県費負担教職員の服務の監督及び勤務評

定に関すること。 

４ 県費負担教職員の資質向上に関すること。 

５ 就学指導に関すること。 

 ６ 教育相談に関すること。 

 ７ 教育研究室に関すること。 

 ８ 適応指導教室に関すること。 

 ９ その他学校指導に関すること。 

 

学校教育係 

 １ 教科書その他の教材に関すること。 

 ２ 学校評議員に関すること。 

 ３ 学齢児童及び学齢生徒の就学並びに児童

及び生徒の入学、転学及び退学に関するこ

と。 

 ４ 通学路に関すること。 

 ５ 区域外就学及び指定校の変更に関するこ

と。 

 ６ 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師に関

すること。 

 ７ 児童、生徒及び教職員の保健及び安全に

関すること。 

 ８ その他学校教育に関すること。 

 

生涯学習課 

 生涯学習係 

 １ 生涯学習の推進及び振興に関すること。 

 ２ 社会教育委員に関すること。 

 ３ 青少年及び女性活動に関すること。 

 ４ 社会教育関係団体の育成に関すること。 

 ５ 視聴覚教育に関すること。 

 ６ その他生涯学習に関すること。 

 ７ 課の庶務に関すること。 

 

 公民館係 

 １ 公民館事業の実施及び公民館活動の推進

教育委員会の分掌事務 
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に関すること。 

 ２ 公民館運営審議会に関すること。 

 ３ 公民館施設に関すること。 

 ４ その他公民館に関すること。 

 

文化スポーツ課 

 文化振興係 

 １ 文化行政の総合企画及び調整に関するこ

と。 

 ２ 文化芸術の普及及び振興に関すること。 

 ３ 文化芸術団体の育成に関すること。 

 ４ 文化事業の支援に関すること。 

 ５ 文化会館に関すること。 

 ６ どうだん亭に関すること。 

 ７ 文化財の保護に関すること。 

 ８ 文化財の調査、研究及び保存に関するこ 

と。 

 ９ 文化財保護審議会に関すること。 

 10 歴史民俗資料に関すること。 

 11 市誌に関すること。 

 12 その他文化振興に関すること。 

 

 体育係 

 １ スポーツの普及及び振興に関すること。 

 ２ スポーツ事業の計画及び実施に関するこ

と。 

 ３ スポーツ団体の育成に関すること。 

 ４ スポーツ推進委員に関すること。 

 ５ 学校体育施設の開放に関すること。 

 ６ 体育施設に関すること。 

 ７ その他スポーツに関すること。 

 ８ 課の庶務に関すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食センター 

 学校給食係 

 １ 給食調理に関すること。 

 ２ 給食の配送に関すること。 

 ３ 学校給食運営委員会に関すること。 

 ４ 学校給食センターの運営及び管理に関す

ること。 

 ５ 学校給食センターを活用した食育の推進

に関すること。 

 ６ 学校給食費に関すること。 

 ７ 学校給食物資の選定、調達及び検収に関

すること。 

 ８ その他学校給食に関すること。 

 

図書館 

 図書館係 

 １ 図書館資料の収集、整理、保存及び利用

に関すること。 

 ２ 図書館協議会に関すること。 

 ３ 図書館活動の推進に関すること。 

 ４ 図書館の運営及び管理に関すること。 

 ５ その他図書館に関すること。 
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一般会計と教育費決算額の推移

7



令和元年度決算額の状況

  教育費の歳出内訳   一般会計の状況

歳  入

予 算 区 分 予 算 費 目 決 算 額 比 率
( ％ )

区 分 決 算 額 比 率
( ％ )

教育総務費 教育委員会費 2,288,977 0.1 市税 12,535,785,580 49.7

事務局費 456,245,690 16.2 地方譲与税 176,203,017 0.7

教育振興費 114,277,148 4.0 地方交付税 1,033,559,000 4.1

計 572,811,815 20.3 国庫支出金 3,215,528,035 12.8

小学校費 学校管理費 596,412,882 21.1 県支出金 1,651,474,441 6.6

教育振興費 103,473,283 3.7 分担金・負担金 60,686,571 0.2

計 699,886,165 24.8 使用料・手数料 400,056,905 1.6

中学校費 学絞管理費 572,979,897 20.3 諸収入 914,752,957 3.6

教育振興費 72,248,516 2.6 その他 5,227,711,217 20.7

計 645,228,413 22.9 合 計 25,215,757,723 100.0

給食センター費 給食センター費 552,791,346 19.6

計 552,791,346 19.6 歳  出  （単位 円）

社会教育費 社会教育総務費 11,692,275 0.4 区 分 予 算 額 比 率
( ％ )

社会教育振興費 5,061,764 0.2 議会費 245,290,481 1.0

公民館費 101,168,138 3.6 総務費 3,374,819,428 13.9

図書館費 47,843,470 1.7 民生費 9,961,571,355 40.9

文化財保護費 12,411,333 0.4 衛生費 2,093,652,360 8.6

文化会館費 72,599,132 2.6 労働費 92,230,470 0.4

計 250,776,112 8.9 農林水産業費 142,635,854 0.6

保健体育費 保健体育総務費 9,986,613 0.3 商工費 449,436,542 1.9

体育施設管理費 89,758,241 3.2 土木費 2,750,528,731 11.3

計 99,744,854 3.5 消防費 812,603,368 3.3

      総      　　    額 2,821,238,705 100.0 教育費 2,821,238,705 11.6

災害復旧費 0 0.0

公債費 1,536,046,615 6.3

その他 50,516,443 0.2

合 計 24,330,570,352 100.0

  （単位 円）  （単位 円）
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令和２年度当初予算の状況

  教育費の歳出内訳   一般会計の状況

（単位 千円） 歳  入  （単位 千円）

予 算 区 分 予 算 費 目 予 算 額 比率(％) 区 分 予 算 額 比率(％)

教育総務費 教育委員会費  2,690  0.1 市税  12,514,200  50.4 

事務局費  569,053  24.8 地方譲与税  183,000  0.8 

教育振興費  133,822  5.8 地方交付税  1,070,000  4.3 

計  705,565  30.8 国庫支出金  3,003,492  12.1 

小学校費 学校管理費  302,718  13.2 県支出金  1,770,800  7.1 

教育振興費  93,941  4.1 分担金・負担金  47,757  0.2 

計  396,659  17.3 使用料・手数料  331,385  1.3 

中学校費 学絞管理費  143,779  6.3 諸収入  866,707  3.5 

教育振興費  68,028  3.0 その他  5,032,659  20.3 

計  211,807  9.2 合 計  24,820,000 100.0

給食センター費 給食センター費  597,706  26.1 

計  597,706  26.1 歳  出  （単位 千円）

社会教育費 社会教育総務費  10,430  0.5 区 分 予 算 額 比率(％)

社会教育振興費  5,559  0.2 議会費  254,184  1.0 

公民館費  125,395  5.5 総務費  3,213,397  12.9 

図書館費  36,962  1.6 民生費  10,542,021  42.5 

文化財保護費  26,091  1.1 衛生費  2,241,576  9.0 

文化会館費  69,243  3.0 労働費  91,728  0.4 

計  273,680  11.9 農林水産業費  144,229  0.6 

保健体育費 保健体育総務費  10,375  0.5 商工費  319,918  1.3 

体育施設管理費  96,618  4.2 土木費  2,529,003  10.2 

計  106,993  4.7 消防費  1,505,301  6.1 

      総      　　    額  2,292,410 100.0 教育費  2,292,410  9.2 

災害復旧費  1,100  0.0 

公債費  1,607,983  6.5 

その他  77,150  0.3 

合 計  24,820,000 100.0
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年月 

（昭和） 
ことがら 

22年 教育基本法、学校教育法が制定さ

れ、６・３制学校制度始まる。  

 渋川国民学校（前身渋川学校）が

渋川小学校、旭国民学校（前身魁

昇学校）が旭小学校になる。 

 

 

 旭村立中学校開校 

23年 教育委員会法制定 

  町制を施行、東春日井郡旭町誕生 

24年 社会教育法制定 

25年 旭町社会教育委員条例制定 

27年 東栄小学校開校 

  東春日井郡旭町教育委員会設置 

  （全国すべての市町村に教育委員

会が置かれる。）   

29年 本地原小学校開校 

31年 教育委員会法が廃止され、地方教

育行政の組織及び運営に関する法

律が制定される。 

  

  

32年 旭町立公民館オープン 

33年 「棒の手」が県の無形文化財に指

定   

40年 本地原小学校増築完成 

  渋川公民館オープン 

  東栄小学校移転新築 

（体育館・プールも完成）   

41年 明るい青少年の町宣言 

44年 旭町役場（現市庁舎）完成 

45年４月 城山小学校開校 

  12月 市制を施行尾張旭市誕生 

46年３月 尾張旭市誌（本文編、資料編）を

発刊  

  東栄小学校増築完成 

  ５月 学校給食共同調理場完成 

47年４月 白鳳小学校開校 

  ６月 本地原小学校増築完成 

  旭中学校増築完成 

  ７月 白鳳小学校、本地原小学校プール

完成  

 天狗岩古墳移築完了 

    12月 城山小学校増築完成 

48年７月 付知峡に野外活動センターオープ

ン  

    10月 旭小学校、渋川小学校が開校１０

０年を迎える。   

49年３月 城山小学校体育館完成 

  白鳳小学校増築完成 

    ６月 旭小学校移転新築 

 

 

年月 

(昭和） 
ことがら 

49年10月 城山公園に野球場オープン 

50年２月 城山小学校増築完成 

    ３月 第２学校給食共同調理場完成 

    11月 第１回市民展を開催 

    12月 本地原小学校体育館完成 

51年４月 東中学校開校 

    ６月 東中学校体育館、プール完成 

    ７月 瑞鳳小学校プール完成 

    11月 白鳳小学校体育館完成 

52年２月 本地原小学校増築完成 

    ３月 城山小学校増築完成 

  「印場大塚古墳」発刊 

    ４月 教育委員会事務局に学校教育課、

社会教育課を設置   

  瑞鳳小学校体育館完成 

    11月 城山公園テニスコート､弓道場オ

ープン  

    12月 旭小学校体育館完成 

53年１月 市総合体育館オープン 

  映画「棒の手」できる。 

    ３月 「尾張旭市の古窯」発刊 

    ４月 瑞鳳小学校開校 

  渋川小学校プール完成 

    11月 市内史跡めぐり開始 

    12月 本地原小学校増築完成 

54年２月 城山公園に古民家移築 

  城山野球場にナイター設備を整備 

    ３月 旭小学校プール完成 

    ４月 瑞鳳公民館オープン 

    旭前テニスコート開場 

  旭丘小学校開校 

（プールも完成）   

    ６月 旭丘小学校体育館完成 

    ７月 市民プールオープン 

  瑞鳳小学校増築完成 

    ８月 白鳳小学校増築完成 

55年４月 西中学校開校 

（体育館、プールも完成）   

  渋川小学校移転新築 

（体育館も完成）   

    ５月 市文化協会設立 

    ９月 市民憲章を制定 

  初の市民芸能発表大会を開催 

    12月 市制１０周年記念式典 

  市誌「文化財編」発刊 

56年２月 城山小学校増築完成 

  教育委員会事務局に体育課を設置 

尾張旭市教育委員会のあゆみ 
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年月 

（昭和） 
ことがら 

56年４月 三郷公民館オープン 

  市立図書館オープン 

    ８月 聖観世音など３件を市文化財に初

指定  

    10月 地域文化広場(文化会館､あさひの

ホール）オープン   

57年３月 「尾張旭の自然」発刊 

    ４月 三郷小学校開校 

（体育館も完成）   

  旭ヶ丘運動広場開場 

  藤池公民館オープン 

    ５月 三郷小学校プール完成 

    ６月 青少年健全育成推進会議を設立 

    ８月 旭ヶ丘テニスコート、キャンプ場

オープン   

58年３月 市指定文化財に狛犬など３件を指

定  

  「長坂古墳群」発刊 

    ４月 平子公民館、本地原公民館オープ

ン  

    ６月 夏季市民体育大会３０回を数え

る。  

８月 全国高校総合体育大会(フェンシ

ング)を市総合体育館で開催   

59年３月 「馬の塔」発刊 

    ７月 
付知野外活動センター増築、キャ

ンプ場移転新築 

  

    ９月 中央公民館オープン 

60年３月 アフリカ難民救援活動（募金）に

小、中学校も参加   

  「尾張旭の城館址」発刊 

    11月 移動図書館車「ひまわり号」巡回

開始  

61年２月 市指定文化財に良福寺山門外１件

を指定   

    ４月 ３中学校にクラブ用パソコンを５

台ずつ配置   

    ５月 ３中学校の英会話部活動に外国人

講師を派遣   

62年２月 東中学校に柔剣道場完成 

    ４月 白鳳公民館オープン 

  
教育委員会事務局に学校指導室を

設置 

  学校指導室に教育相談専用回線

「こころの電話」を設置   

    12月 井田、晴丘テニスコートオープン 

63年３月 

  

旭中学校に柔剣道場完成 

 

 

年月 

(昭和・平成) 
ことがら 

    ４月 学校・市教委間にファクシミリ設

置  

  
旭丘公民館、晴丘運動広場オープ

ン 

    ７月 小学校全校に低学年用プール設置 

  
本地原小学校プールヘの歩道橋完

成 

  全小学校にトランペット鼓隊編成 

元年２月 西中学校に柔剣道場完成 

    ４月 全中学校英語授業に英会話外国人

講師派遣   

  強化磁器食器小学校で試験導入 

    ５月 全中学校のクラブ用パソコンを各

１５台に増設   

  旭中学校プール完成 

６月 全中学校にブラスバンド編成 

    ９月 西中学校に校庭開放夜間照明施設

完成  

    10月 「尾張旭の地名」発刊 

２年４月 市の昔話絵本「卓ヶ洞の竜」発刊 

    ６月 図書館の夜間、祝日開館始まる。 

    ９月 旭中学校に校庭開放夜間照明施設

完成  

３年４月 城山テニスコートに夜間照明施設

完成  

  南グランドオープン 

    ９月 東中学校に校庭開放夜間照明施設

完成  

    11月 東中学校で初のコンピュータ授業

開始  

４年１月 イベント形式による初の「新成人

の集い」開催   

    ４月 「尾張旭の道」､「尾張旭のため

池」､「尾張旭のことば」､「尾張

旭の農業歳時記」発刊 

  

  

  ５月 市指定文化財に狩宿郷倉を指定 

    ９月 旭中学校、西中学校にコンピュー

タ教室設置   

５年４月 第４９回国体開催に備え教育委員

会事務局に国体課を設置   

    ８月 中学生海外派遣はじまる。 

    11月 第５回全国生涯学習フェスティバ

ル見本市出展   

６年２月 三郷小学校増築完成 

    ６月 

 

国体馬術競技リハーサル大会を森

林公園馬術場で開催 

    ７月 小中学校プールの洗体槽を廃止

し､温水シャワーを設置 
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年月 

（平成） 
ことがら 

６年10月 第４９回国民体育大会馬術競技会

を森林公園馬術場で開催  

７年２月 第１回愛知県生涯学習フェスティ

バル開催   

    ３月 国体課廃止 

    ４月 教育委員会事務局に教育研究室を

設置  

    10月 市制２５周年記念市民祭「警固」

を実施  

８年３月 第１回尾張旭市生涯学習フェステ

ィバル開催   

    ４月 渋川公民館オープン 

９年９月 
本地原小学校にコンピュータ教室

設置 

10年４月 学校指導室に適応指導教室「つく

しんぼ」を設置   

    ９月 東栄小学校､渋川小学校､白鳳小学

校、旭丘小学校、三郷小学校にコ

ンピュータ教室設置 

  

  

11年１月 「成人式」を「新成人の集い」に

変更し、３中学校区別で開催  

４月 どうだん亭オープン 

    ９月 旭小学校、瑞鳳小学校にコンピュ

ータ教室設置   

  中学校にインターネット接続 

    11月 城山小学校耐震補強工事完了 

  城山小学校にコンピュータ教室設

置  

12年４月 市指定文化財に尾張旭市の馬の塔

を指定  

  小学校に英会話外国人講師派遣 

  生活指導員（SA）を全小中学校に

派遣  

    ９月 給食センター食器をポリプロピレ

ン製に変更   

  小学校にインターネット接続 

  10月 市制３０周年記念市民祭「警固」

を実施  

13年４月 学校評議員制度全校導入 

  ８月 移動図書館完全廃止 

    11月 旭丘小学校ＦＢＣ（秋花壇の部）

国土交通大臣賞受賞   

14年４月 完全学校週５日制導入 

  総合的な学習の時間本格実施 

  10月 本地原小学校耐震補強工事完了 

15年２月 渋川小学校増築完成 

  太陽光発電システム設置 

15年８月 旭小学校、渋川小学校、瑞鳳小学 

 校、旭丘小学校の体育館耐震補強 

 工事完了 

年月 

（平成） 
ことがら 

15年10月 市指定文化財に長池のマメナシ・

アイナシ自生地、吉賀池湿地を指

定 

  

 

  白鳳小学校耐震補強工事完了 

    11月 体育協会創立５０周年記念式典 

  
「尾張旭の教育を考える協議会」

設置 

16年４月 防犯ブザーを全児童に配布 

 図書館 広域貸出の開始 

(瀬戸市、長久手町、名古屋市守山

区) 

  

 

    ８月 「尾張旭の教育を考える協議会」

答申  

    ９月 旭中学校体育館、東中学校体育館

の耐震補強工事完了   

  全校と教育委員会をネットワーク

で結ぶ「オフィス・マネージャー」

の運用を開始 

  

  

    10月 図書館インターネット蔵書検索及

び予約システムの開始   

  図書館閉架書庫増築工事及び耐震

補強工事施行   

17年１月 新成人の集い開催日を３連休の中

日に変更  

４月 学校生活指導補助員（ＳＳ）を全

小学校に派遣   

    ８月 総合体育館トレーニング室全面改

修  

  中学校 普通教室 扇風機設置 

    ９月 教職員用ノートパソコンの配備開

始  

  旭小学校で校務支援用サーバ「エ

デュコムマネージャー」の運用を

開始 
  

    10月 小学校区でスクールガードリーダ

ーによる巡回指導の開始   

  東中学校耐震補強工事完了 

  市制３５周年記念市民祭「警固」

を実施 

中央公民館が優良公民館として文

部科学大臣表彰 

 

18年８月 小学校 普通教室 扇風機設置 

    10月 旭小学校耐震補強工事完了 

  体育施設あいち共同利用型施設予

約システムの開始   

19年３月 総合体育館耐震補強工事完了 

 スポーツクラブあさぴー西設立 

19年４月 市民プール 指定管理者制度導入 

 文化会館 指定管理者制度導入 
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年月 

（平成） 
ことがら 

19年４月 市指定文化財に狩宿白山神社の陶

製狛犬を指定  

  
中央公民館あいち共同利用型施設

予約システムの開始 

７月 夏期巡回ラジオ体操・みんなの体

操会  

  ８月 中学生海外研修に名称を変更し実

施  

    10月 東栄小学校、瑞鳳小学校、旭丘小

学校、旭中学校耐震補強工事完了   

20年３月 尾張旭市文化振興計画を策定 

  白鳳小学校増築竣工 

    ４月 文化会館の自主文化事業を指定管

理者に移行   

  体育施設に指定管理者制度導入 

(市民プール広場、平子北グランド

を除く) 
  

    ５月 国登録文化財に「どうだん亭（旧

浅井家住宅離れ）」登録   

    ９月 三郷小学校ＦＢＣ日本植物園協会

賞受賞  

    10月 渋川小学校、本地原小学校、西中

学校耐震補強工事完了 

（全小中学校の耐震補強工事完

了） 

  

  

    11月 尾張旭市の棒の手愛知県指定５０

周年記念式典   

21年２月 図書館に朝見武彦文庫健康コーナ

ー設置  

    ３月 付知野外活動センター廃止 

    ４月 三郷小学校ＦＢＣ日本植物園協会

賞受賞  

    ５月 城山小学校放課後子ども教室を試

行的に開始   

    ７月 新型インフルエンザの流行により

中学生海外研修を中止   

    ９月 「オフィス・マネージャー」の運

用を終了し「校務AssistCS」の運

用を開始 

  

 

  三郷小学校ＦＢＣ名古屋鉄道賞受

賞  

  文化協会設立３０周年記念式典 

    10月 利用者が自身で貸出を行える「セ

ルフ貸出機」導入   

22年３月 「スポーツクラブあさぴー西」の

名称を「スポーツクラブあさぴー」

に変更 

 

 

４月 図書館広域貸出に日進市を追加 

６月 ＪＩＣＡが三郷小学校を訪問 

 

年月 

（平成） 
ことがら 

22年８月 学校給食センター完成 

    ９月 学校給食センター稼働 

 給食食器を強化磁器製に変更 

 学校給食調理業務等民間委託開始 

  市制４０周年記念フレンドシップ

事業 

（オーストラリア生徒・先生を招

待） 

 

 

 

  三郷小学校ＦＢＣ中部善意銀行賞

受賞  

    10月 市制４０周年記念市民祭「警固」

を実施  

  市制４０周年記念「ふるさとの文

化財展」を実施   

23年１月 市制４０周年記念「市民合唱団ニ

ューイヤーコンサート」・「新春

かるた大会」を実施 

  

  

    ３月 尾張旭市誌 現代史編を発行 

  東日本大震災の発生を受け小中学

校で募金活動を実施。日本赤十字

社を通じ、２，０４７，２５６円

の義援金を贈る。 

  

  

 

  放課後子ども教室事業を児童館事

業へ統合   

    ４月 教職員の指導力向上を目的にスー

パーバイザー事業を開始   

  尾張旭市子ども読書活動推進計画

策定  

  東日本大震災に配慮し、あさぴー

スマイルウォーキング大会中止   

  公募の講師による市民塾「あさぴ

ーなび」を公民館講座として開始   

    ９月 三郷小学校ＦＢＣ東海テレビ賞受

賞  

    11月 愛知県文化協会連合会東尾張部芸

能大会を文化会館で開催   

  あいち文化遺産保存活用推進事業

「伝統文化出張講座」を旭丘小学

校で開催 

  

 

24年３月 図書館ＩＣタグ蔵書管理システム

運用開始  

24年６月 文化会館耐震補強改修工事のた

め、６月１９日から１１月２２日

まで文化会館ホールを一部休館 

(～11月) 

 

８月 図書館雑誌スポンサー制度開始 

９月 尾張旭市誌 現代史資料編を発行 

25年１月 本地原小学校大規模改造工事完了 

４月 地区公民館（市内８か所）で図書 

 館の図書返却受付開始 
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年月 

（平成） 
ことがら 

25年４月 勤労青少年ホームを中央公民館に

編入統合  

  ７月 図書館第２・４月曜日開館開始 

  ９月 三郷小学校ＦＢＣ愛知県知事賞受

賞  

  10月 印場大塚古墳復元家屋屋根葺き替

え工事完了  

26年４月 教育振興基本計画を策定 

  小中学校体育施設開放の有料化を

開始  

  地区公民館（三郷、本地原、旭丘）

に市民活動課職員との併任辞令を

受けた公民館主事を配置 

 

 

7月  あさぴーこども読書通帳を配布 

  卓ヶ洞２号、３号、４号窯の発掘

調査  

    10月 渋川小学校ＦＢＣ日本植物園協会

賞受賞  

11月  尾張旭市いじめ防止基本方針を策

定  

27年１月 城山小学校大規模改造工事完了 

４月 教育委員会事務局教育行政課と学

校教育課を統合  

  私立学校修学支援事業補助金を

創設  

５月 第１回総合教育会議開催 

  ９月 小中学校体育館非構造部材耐震化

工事完了  

  10月 市制４５周年記念市民祭「警固」

を実施  

 三郷小学校ＦＢＣ名古屋鉄道賞受

賞  

28年１月 市民会館閉館に伴い、新成人の集

い旭中学校区会場を旭中学校体育

館に変更 

 

 

２月 市民会館閉館に伴い、生涯学習課 

 事務室を中央公民館内に移転 

３月 スカイワードあさひ天体観測室に 

 10㎝Ｈα太陽専用望遠鏡を導入 

 中央公民館改修工事完了（会議室 

 等改修、展示ロビー新設等） 

28年４月 市民会館閉館に伴い、教育研究室、

適応指導教室、少年センターが中

央公民館に移転 
 

 

７月 スクールソーシャルワーカー（Ｓ 

 ＳＷ）を１名配置 

12月 東栄小学校大規模改造工事完了 

29年２月 スカイワードあさひ天体観測室等 

  をリニューアル 

 

年月 

(平成・令和) 
ことがら 

29年２月 旭小学校ユネスコスクールに登録 

  図書館館外貸出券更新開始 

  ３月 市立視聴覚ライブラリー廃止 

  ４月 スクールソーシャルワーカー（Ｓ 

   
ＳＷ）を各中学校区に１名ずつ配

置 

  ９月 中学校 普通教室 空調設備整備 

10月 尾張旭版コミュニティスクールの 

 名称を「あさひスマイルコミュニ 

 ティー」に決定 

 晴丘テニスコート改修工事完了 

  （全面砂入り人工芝コート化） 

  庄中保存会から市指定文化財「円 

  空仏」寄贈 

30年３月 瑞鳳公民館が優良公民館として文 

  部科学大臣表彰 

  平成３０年４月小中学校入学予定 

 者に対して就学援助の新入学学用 

   品費の入学前支給を実施 

   井田・井田第２テニスコート閉鎖 

  ４月 歴史民俗フロアで市指定文化財 

   「円空仏」の常設展示開始 

  ９月 給食センターに厨房除害処理施設

増設  

 残乳投入設備設置 

  10月 小学校（旭、渋川、瑞鳳、旭丘、 

 三郷）普通教室 空調設備整備 

30年12月 白鳳小学校大規模改造工事完了 

31年２月 文化会館改修工事完了 

３月 教育振興基本計画を改訂 

４月 文化会館リニューアルオープン 

元年５月 小学校（東栄、本地、城山、白鳳） 

 普通教室 空調設備整備 

６月 森林公園にて「第７０回全国植樹

祭」を開催  

  10月 三郷小学校ＦＢＣ松坂屋名古屋店

賞受賞  

２年３月 新型コロナ感染症拡大により小中 

 学校臨時休業 

  ４月 学校給食飲用牛乳の容器が瓶容器 

 から紙容器へ変更 

７月 臨時休業の影響により小中学校夏 

 季休業の短縮 

８月 新型コロナ感染症拡大により中学 

 校海外研修事業中止 

11月 旭中学校大規模改造工事完了 
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教育委員会の施策 

 本市では、昭和４８年に「尾張旭市総合計画」を策定して以来、昭和５７年、平成５年、平成

１６年と改訂を重ね、まちづくりを進めてきた。現在は平成２６年からの「第五次総合計画」に

基づき、まちづくりを進めている。教育委員会では、第五次総合計画を上位計画とする教育分野

における、より具体化した計画として、「尾張旭市教育振興基本計画」を策定し、教育の振興を

行っていく。 

 

１ 本市の教育の理念 

  尾張旭市教育振興基本計画において、尾張旭市が今後進めるべき教育分野の方向を明らかに

するため、次のとおり本市の教育の理念を掲げています。 

〈尾張旭市の教育理念〉 

つながり合い 伸びる 尾張旭の教育 

～ こどもから大人へ 家庭から社会へ ～ 

 ● つながり合い 伸びる 

   幼年期から老年期までの各ライフステージを通して学びの機会を提供していくという縦軸

の取り組みと、多様な教育ニーズに対応できるよう社会全体で学びの場を提供していくとい

う横軸の取り組みとが、有機的につながり、連携、協力のなかで本市の教育をさらに高めて

いきたいという思いを込めています。 

 ● こどもから大人へ 

   人は、こどもから人生をスタートさせます。特に、変化の激しい社会においては、学校段

階はもとより、生涯を通じて自らを磨き、高めていくことが重要であり、それぞれのライフ

ステージに応じた学習システムを連携・接続していかなければなりません。こうしたことか

ら「こども」から「大人」への成長過程において、つながり合い「自立、協働、創造」を基

調とした生涯学習の実現を表しています。 

 ● 家庭から社会へ 

   教育は社会全体の存立基盤であり、その始まりは家庭教育です。そして、「家庭から社会

へ」と広がりのある表現とすることで、学校や行政、地域などの教育を担う、あるいは関わ

りを期待する主体も包含し連携・協力していくことを表しています。これらの主体は、本市

の教育の横軸に位置づけられるものです。結びを「社会へ」としたのは、目指すところを単

なる自己実現に留まらず、その培った知識、技能、経験などを社会に還元し、貢献してもら

うことを期待していることを表しています。 

 

２ 本市教育の目指す人間像 

  尾張旭市では、昭和５５年に市民の願いを込めて「尾張旭市民憲章」を定めました。その中

では、自然への愛情や郷土への思いを述べるほか、教養、文化の向上や勤労の喜び、規律を重

んじる一方で、安らぎの家庭や心かようまちの実現を希求しています。今も変わらないこの思

いを参酌し、１で掲げた理念のもと、次のような人間像を目指します。 

 ● 命を大切にし、多様な社会の中で懸命に生き抜く人 

   多様な個性・能力を互いに認め合いながら、社会が大きく変化しようとも、自他の命を大

切にし、生き抜くために必要な力を、主体的に身につけた人となることを目指します。 

 ● 高い規範意識の中で、自立した行動のとれる人 

   自らの果たすべき役割や責任を自覚し、社会の一員として道徳観、倫理観をしっかりと持

って、自立心にあふれた人となることを目指します。 
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 ● 郷土を愛し、自己の能力を発揮して社会に貢献できる人 

   郷土に生まれ、郷土に育まれた人たちが、郷土に愛着をもち、地域における様々な活動を

通して、自らが学んできた知識、技能、経験などを社会に還元することができる人となるこ

とを目指します。 

 

３ 教育委員会の施策 

  基本理念の具現化に向け、今後１０年間を通して取り組む基本的な施策を定め、基本施策を

達成するための具体的手段として、基本事業を定め、全体として目指す人間像の実現や基本理

念の達成を目指します。 

 

（基本施策） 

１ 豊かな心・健やかな体を育む教育の推進 

  子どもたちの規範意識を養い、他人を思いやる心や感動する心を涵養するなど、豊かな人間

性を育む教育を推進していきます。また、生涯をたくましく生き抜く「健康・体力」を培うた

め、学校体育の推進や食育の充実を図ります。 

（基本事業） 

 ⑴ 道徳性・社会性の向上 

 ⑵ 健康教育の推進 

 ⑶ 食育の推進 

 

（基本施策） 

２ 良好な環境の中で確かな学力を育む教育の推進 

  学習意欲を高めるとともに、基礎的な知識・技能を習得し、それらを活用して、自ら考え、

判断し、表現することにより、様々な問題に積極的に対応し、解決する力を育む教育を推進し

ます。また、今日的な課題に対応するための教育や特別支援教育など、個々のニーズに応じた

教育を推進するとともに、各学校の特色を生かしながら、地域に開かれた学校づくりに取り組

みます。さらには、こうした学校を支える教職員の資質の向上を図るとともに、学校施設の環

境改善を図ります。 

（基本事業） 

 ⑴ 確かな学力の育成 

 ⑵ 現代的な課題に対応した教育の推進 

 ⑶ 個に応じたきめ細かな指導の充実 

 ⑷ 特色ある学校づくり※の推進 

 ⑸ 教職員の資質向上 

 ⑹ 教育環境の整備 

 

（基本施策） 

３ 総合的な教育連携の推進 

  教育の原点である家庭教育力や地域で子どもたちを育むための地域教育力の充実を促進しま

す。また、学校、家庭、地域の連携を横軸とし、各ライフステージにおける連携を縦軸におい

て、総合的な教育のつながりを大切にします。一方、私立幼稚園の就園や義務教育課程の就学

が経済的に困難である世帯に対しては、必要な援助を推進します。 

（基本事業） 

 ⑴ 家庭教育力の充実 

 ⑵ 地域教育力の充実 

 ⑶ 学校・家庭・地域の連携 

 ⑷ 就園・就学の支援 
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（基本施策） 

４ 豊かな人生を彩る生涯学習の振興 

  民間等の生涯学習活動とすみ分けをしながら、各種の講座を開催するとともに、市民自らが

講師となって、その知識や技術、経験を社会に還元してもらえるような取り組みを推進します。

また、大学や民間などの生涯学習の情報も含めて集約、発信するとともに公民館などでは、そ

の施設のありかたを検討します。図書館では、資料の充実やレファレンスサービスの充実を図

るとともに施設の充実に努めます。 

（基本事業） 

 ⑴ 生涯学習活動の参加促進 

 ⑵ 生涯学習情報の提供 

 ⑶ 生涯学習施設の利用促進 

 ⑷ 読書環境の整備 

 

（基本施策） 

５ 心の豊かさを感じる文化の継承と振興 

  本市に古くから伝承されている文化財や伝統文化の保存と継承を図るとともに、地域の文化

芸術活動の担い手である各種の文化活動団体の育成を行います。また、芸術文化活動の発表や

鑑賞の機会を充実させるとともに、その活動拠点である文化会館の活性化と適切な維持管理に

取り組みます。 

（基本事業） 

 ⑴ 文化財、伝統文化の保存と継承 

 ⑵ 地域文化活動団体の育成 

 ⑶ 芸術文化活動の環境整備 

 

（基本施策） 

６ 健やかな人生を拓くスポーツの振興 

  人生の各段階に応じて、誰もがいつでもどこでもスポーツに親しむことができるよう各種の

スポーツ大会を開催するとともに、その運営母体となるスポーツ団体の支援や指導者の育成に

努めます。また、学校開放の運営の適正化や老朽化した体育施設の適切な維持管理を図りなが

ら今後の施設のあり方について検討します。 

（基本事業） 

 ⑴ スポーツ活動の参加促進 

 ⑵ スポーツ団体・指導者の育成 

 ⑶ スポーツ活動の環境整備 
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 学 校 教 育  

学校支援 

 小中学校の教育活動を支援するため、教職員の研修、教育関係資料の収集や調査研究と情報提

供及び教育相談と相談に係る関係機関との連携並びに各種支援に取り組んでいる。 

１ 教職員の研修 

 ⑴ 現職研修事業の企画・運営及び支援 

 ⑵ 教育関係図書等、教育資料の収集整備及び情報の提供 

２ 調査研究 

 ⑴ いじめ・不登校や問題行動を含む教育の諸課題についての調査統計 

 ⑵ 調査統計の分析結果等に基づく情報提供と学校教育への提言 

３ 教育相談（学校教育全般に係る相談） 

⑴ 教育研究員による相談 

   保護者、教職員を対象 

 ⑵ 心のアドバイザーによる相談（臨床心理、発達心理、特別支援教育） 

  ア 児童生徒、保護者、教職員を対象 

  イ 学校巡回及び中央公民館内相談室において相談を実施 

 ⑶ 心の教室相談員による相談 

  ア 児童生徒、保護者、教職員を対象 

  イ 児童生徒の話し相手や悩み相談に助言し、児童生徒の健全育成を図る 

 ⑷ スクールソーシャルワーカーによる相談（平成２８年度から実施） 

  ア 児童生徒、保護者、教職員を対象 

  イ 関係機関と連携しいじめ・不登校等の問題の改善・解決を図る 

 ⑸ 関係機関との連携 

  ア 適応指導教室つくしんぼ、子育て支援室、こどもの発達センター、健康課、少年センタ

ーとの連携 

  イ いじめ・不登校対策委員会、特別支援学級交流会運営委員会、生徒指導主事主任会、中

学校生徒指導連絡会等との連携 

  ウ 県派遣小中学校カウンセラー、心の教室相談員（小中学校）等相談担当者等との連携 

４ 地域学校支援のコーディネート 

 ⑴ 地域学校支援ボランティアの人材データバンク整備 

 ⑵ 出前授業、ゲストティーチャー、講演会講師等のデータバンク整備 

 ⑶ 地域学校支援の情報提供及び渉外 

 ⑷ 地域学校支援推進事業（尾張旭版コミュニティスクール「あさひスマイルコミュニティー」） 

   地域住民の学校教育への参画を推進し、協働して子どもたちの成長を支え、地域とともに

ある学校づくりを各小学校区で進めている。 

５ 啓発情報の発信 

  教育研究室だより「爽風」の発行 
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特別支援教育 

１ 教育支援 

  教育支援委員会（平成２８年度に委員会名を就学指導委員会から変更）を設置し、障がいの

ある児童生徒で教育上特別な支援を要する者の適正な就学等の教育支援を図っている。 

  昭和６１・６２年度の２年間にわたり特殊教育推進地区の指定を愛知県教育委員会から受け、

「あたたかいまなざし、ともに生きる心」をテーマに研究を行った。 

  この研究の趣旨を持続させ、健康都市として、障がいのある人やその家族を孤立させること

なく、市民全体の力で地域として温かく支えていくよう努めている。 

２ 特別支援学級 

  全校に知的障がい学級と自閉症・情緒障がい学級を設置。東栄小学校に視覚障がい学級を設

置。東栄小学校、本地原小学校、旭丘小学校に肢体不自由学級を設置している（令和２年度計

３２学級）。 

 ⑴ 知的障がい学級 

   知的発達に遅れのある児童生徒に、少人数の集団の中で個に応じた指導を進め、基本的生

活習慣や基礎的な学力、集団生活に参加していく力を育てている。 

 ⑵ 自閉症・情緒障がい学級 

   情緒障がい等のため社会的適応が困難な児童生徒に対して、集団指導及び個別指導を行い、

基本的生活習慣の育成、遊びや対人関係、コミュニケーション等社会的適応力の育成を図っ

ている。障がいの状態は様々であるが、主として自閉的傾向が強い児童生徒によって編制さ

れている。 

 ⑶ 視覚障がい学級 

   視力が弱いために黒板の字が見えなかったり、教科書の文章が読みにくかったりする弱視

の児童のため、平成２９年度から東栄小学校に配置。目と手の供応作用の向上を図った実習

や、拡大した資料や補助具を使った見方・書き方の技術向上を図っている。 

 ⑷ 肢体不自由学級 

   肢体不自由のある児童生徒のため、令和元年度に東栄小学校と旭丘小学校に配置し、令和

２年度に本地原小学校に設置。自立活動の指導においては、身体の動きの改善を図ることや

コミュニケーションの力を育てる指導などを行っている。 

３ 通級指導教室 

通常学級に在籍する発達障がい等特別な支援を必要とする児童に対して、通級による個別の

指導を実施している。本市では、６名の指導教員が全小中学校を訪問し通級による指導を行っ

ている。 

４ 特別支援学級交流事業 

  平成元年度から特別支援学級担当の教員を中心とした「特別支援学級交流会運営委員会」を

設置し、小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒を対象とした歓迎会、運動会、送る会等

の当該児童生徒の社会性や自己表現等の力を伸ばす楽しい行事を実施している。 

５ 肢体不自由児の受け入れ拠点校 

  平成１７年度に東栄小学校、平成２２年度に東中学校を肢体不自由児の受け入れ拠点校とし

て学校内の設備の整備を行った。児童生徒が障がいの有無に関わらず、一人ひとりのよさや違

いを認め合い、共に生きる学校づくりを進めることで、豊かな心の育成を目指している。 

６ 医療的ケア支援事業 

  令和２年度から医療的ケアを必要とする児童生徒に対し、自立の促進、健康の維持・増進及

び安全な学習環境の整備を図るために、看護師による医療的ケアを実施している。 
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就学奨励 
１ 要保護・準要保護児童生徒援助 

  経済的な理由によって就学が困難な児童生徒の保護者に学用品費、給食費等の援助を行って

いる。 

▼ 年間１人当たりの援助費 

補 助 対

象 費 
区分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

学 用 品

費 等 

小学

校 

1年 11,420円 11,420円 11,420円 11,420円 11,520円 

2～6年 13,650円 13,650円 13,650円 13,650円 13,770円 

中学

校 

1年 22,320円 22,320円 22,320円 22,320円 22,510円 

2・3年 24,550円 24,550円 24,550円 24,550円 24,760円 

校 外 活

動 費 

(宿泊を

伴 わ な

い ) 

小学校 
実費（限度

額1,550円） 

実費（限度

額1,570円） 

実費（限度

額1,570円） 

実費（限度

額1,570円） 

実費（限度

額1,580円） 

中学校 
実費（限度

額2,240円） 

実費（限度

額2,270円） 

実費（限度

額2,270円） 

実費（限度

額2,270円） 

実費（限度

額2,290円） 

校 外 活

動 費 

(宿泊を

伴 う ) 

小学校5年生 
実費（限度

額3,570円） 

実費（限度

額3,620円） 
実費 実費 実費 

中学校2年生 
実費（限度

額6,010円） 

実費（限度

額6,010円） 
実費 実費 実費 

修 学 旅

行 費 

小学校6年生 実費 実費 実費 実費 実費 

中学校3年生 実費 実費 実費 実費 実費 

新 入 学

学 用 品

費 

小学校 20,470円 20,470円 40,600円 40,600円 50,600円 

中学校 23,550円 23,550円 47,400円 47,400円 57,400円 

学 校 給

食 費 

小学校 
実費230円

×食数 

実費230円

×食数 

実費250円

×食数 

実費250円

×食数 

実費250円

×食数 

中学校 
実費260円

×食数 

実費260円

×食数 

実費280円

×食数 

実費280円

×食数 

実費280円

×食数 

医 療 費 小・中 
特定疾病の

自己負担分 

特定疾病の

自己負担分 

特定疾病の

自己負担分 

特定疾病の

自己負担分 

特定疾病の

自己負担分 

通 学 費 小・中 実 費 実 費 実 費 実 費 実 費 

 

▼ 要保護・準要保護児童生徒援助費の推移 

区 分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

小学校 

要 保 護 ( 人 ) 6 10 6 9 8 

準要保護(人) 450 461 499 463 451 

入学前支給（人）   49 41 49 

支給額(千円) 27,237 27,034 33,633 31,769 31,889 

中学校 

要 保 護 ( 人 ) 9 7 4 9 5 

準要保護(人) 306 297 276 295 304 

入学前支給（人）   98 94 103 

支給額(千円) 26,982 25,078 31,548 30,025 31,625 

※中学校入学前支給者は小学校準要保護者に含まれる。 

 

２ 特別支援教育就学奨励 
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  特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に、保護者の負担能力に応じ上記の要保護・準要

保護児童生徒援助の２分の１の額の援助を行っている。 

▼ 特別支援教育就学奨励の推移 

区 分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

小学校 
受給者数(人) 41 31 24 31 40 

支給額(千円) 960 770 913 938 1,104 

中学校 
受給者数(人) 14 14 15 13 16 

支給額(千円) 627 546 613 594 482 

 

３ 私立学校修学支援事業補助 

私立学校（私立の小学校、中学校、中等教育学校、高等学校及び専修学校）に在籍する

者の保護者等に対して教育に係る経済的負担の軽減を図り、また教育の機会均等の原則の

確保や、併せて私立学校教育の振興に寄与することを目的に補助事業を平成２７年度より

実施している。 

▼私立学校修学支援事業補助金の推移 

区 分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

小 学 校 
児 童 数 ( 人 ) 6 3 3 2 4 

支給額(千円) 97 50 50 38 62 

中 学 校 
生 徒 数 ( 人 ) 43 46 49 34 34 

支給額(千円) 624 690 729 521 495 

高等学校等 
生 徒 数 ( 人 ) 503 489 506 504 487 

支給額(千円) 6,640 7,178 7,434 7,412 7,137 

※１人年額12,000円～18,000円 （5,000円加算あり） 

 

学校保健 

１ 児童生徒等の健康管理 

  児童生徒及び教職員の健康保持と健康増進を図る学校保健は、学校教育の円滑な運営の

基礎であり、学校における保健教育と保健管理の充実によって達成されるものである。 

  本市では、児童生徒及び教職員の健康診断の実施、感染症の予防、学校の環境衛生等の

専門的事項についての指導と助言を受けるために、各小中学校に内科医、耳鼻科医、眼科

医を学校医、歯科医を学校歯科医、薬剤師を学校薬剤師として委嘱している。また、健康

診断に係る諸検査については、検査機関に委託し、小学校１・４年生、中学校１年生を対

象に実施する心電図検査では、病気の早期発見及び有所見者への指導を行い、健康管理に

努めている。 

 

２ 医療費等の給付 

  学校管理下における児童生徒の災害に係る医療費等の給付を目的として、独立行政法人

日本スポーツ振興センター災害共済に加入しており、掛金（１人当たり９３５円）につい

ては市が全額負担している。 

▼災害共済給付制度利用状況 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

共済掛金 6,941,230円 6,916,300円 6,842,655円 6,710,700円 6,706,590円 

件数 963件 800件 695件 734件 653件 

給付金 2,161,362円 1,521,251円 1,504,834円 1,315,446円 1,335,264円 
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いじめ・不登校対策 
 いじめ問題に対応するため、各小中学校では、校内に「いじめ・不登校対策委員会」を設置し、

実態の把握と実情に応じた対応をしている。 

 教育委員会では、昭和６２年度に「いじめに関する手引き」を発刊するとともに、市内の実態把

握と各校の情報交換に努めてきた。平成４年度から「人権教育講習会」、平成８年度からは「カウ

ンセリング講習会」を、さらに平成１１年度には「いじめ・不登校講演会」と改称し、教員の研修

に努めている。平成２５年度からは、いじめ、不登校など対人関係に関する問題への対策として、

生徒個々の傾向を的確に捉え、適切な指導を行うための基礎資料とするため、中学生を対象に心の

発達サポート検査を実施している。平成２６年度には、いじめ防止対策推進法の制定に伴い、尾張

旭市いじめ防止基本方針を策定し、尾張旭市いじめ問題専門委員会、尾張旭市いじめ問題対策連絡

協議会を設置した。 

 また、教職員と児童生徒、保護者及び学校と地域の信頼関係をさらに強める手立てや校内指導体

制の確立に重点をおくとともに、県教育委員会発行の「小さなサインが見えますか」を始め各種の

手引きの活用、教育相談事業、適応指導教室「つくしんぼ」の充実、メンタルフレンドの派遣等を

進め、関係機関との連携を密にし、本市児童生徒の「豊かな心の成長」を目指して活動を推し進め

ている。 

 

１ 尾張旭市いじめ問題対策連絡協議会、尾張旭市いじめ問題専門委員会 

  平成２６年度に尾張旭市いじめ対策連絡協議会等条例を制定し、いじめ問題に関係する行政

機関等の連携を図るため、尾張旭市いじめ問題対策連絡協議会を設置した。また、いじめ問題

に関わる調査研究や対策協議、いじめの重大事態が発生した場合の調査を行うための組織とし

て、尾張旭市いじめ問題専門委員会を設置した。 

 

２ いじめ・不登校対策委員会 

  平成２年度に「登校拒否対策事業実施市町村」の一つとして、愛知県教育委員会から研究指

定を受け、以後３年間にわたって不登校の解消を目指し、研究実践を積み重ね、平成５年度に

「登校拒否児童生徒対策委員会」を設置した。さらに、全国で「いじめによる自殺」が続発す

る状況を受け、平成８年度からは「いじめ・不登校対策委員会」に組織を改め、児童生徒が「い

じめ」や「不登校」などを克服し、「豊かな人間関係を持つ健全な社会人の育成を促す指導・

支援」の充実を図ることを目的とし、対策に取り組んでいる。 

 

３ いじめ・不登校に係る取り組み 

 ⑴ 実態の把握及び指導についての研究 

 ⑵ 保護者、教職員への啓発及び相談・支援活動 

 ⑶ 指導、支援に役立つ情報の収集及び提供 

 ⑷ いじめ実態アンケートの実施 

 ⑸ 中１ギャップについての調査研究 

 ⑹ 心の発達サポート検査 

 

４ 適応指導教室「つくしんぼ」 

  心理的・情緒的な理由による不登校児童生徒を対象に集団生活への適応を促すため平成１０

年度に適応指導教室「つくしんぼ」を設置し、学校への復帰を支援している。（平成２８年度

に中央公民館内へ移転） 
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 ⑴ キャンプ、ミニ運動会、調理実習、社会見学、書き初め等可能な限り学校で実施している

行事と同様の内容で実施している。 

 ⑵ 乗馬体験、馬や犬等の動物とふれあい（「情操教育事業」、年１１回実施） 

 ⑶ 出前授業の実施（教育委員会が委嘱している教科等研究員による出前授業） 

 

▼いじめ・不登校対策委員会等組織図 

            

尾
張
旭
市
教
育
委
員
会 

 

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
委
員
会 

  
支援研修部会 

 

    

   ○保護者、教職員への支援 

○保護者向けの講演会 

○ＳＣ、ＳＳＷｒ、相談員連絡会の企画・運営 

 

   
不登校対策部会 

 

    

   ○「いふだより」「いじめ不登校対策指導資料」の発行 

○「いふだより家庭版」の発行 

 

   
いじめ対策部会 

 

    

       ○アンケートや調査により各校の実態と問題点の把握 

○関係諸機関との連携の方法などの調査研究 

 

       
適応指導教室「つくしんぼ」 

 

        

       ○不登校児童生徒に関する教育相談、適応相談 

○通室中の児童生徒への適応指導、訪問指導 

○不登校児童生徒に関する調査研究、啓発活動 

○メンタルフレンドの派遣 

 

▼ 不登校児童生徒数の推移 

  平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

小 中 計 小 中 計 小 中 計 小 中 計 小 中 計 

実数 

（人） 
24 59 83 14 56 70 22 67 89 33 76 109 38 85 123 

全児童

生徒に

対する

割合

（％） 

0.5 2.4 1.12 0.3 2.3 1.0 0.4 2.8 1.2 0.7 3.3 1.5 0.8 3.6 1.7 

※不登校による年間３０日以上の欠席者数 
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その他の取り組み 

１ 中学生海外研修事業（平成５年度から実施） 

  国際理解教育の一環として、外国の自然・文化に直接触れ、一般家庭でのホームステイを体

験することにより、世界の中の日本人としての自覚を深め、国際的視野を身につけることを目

的にしている。 

  令和元年度は、８月７日から８月１６日の１０日間で、研修事業を実施した。 

２ 小中学校外国語授業へのＡＬＴ派遣 

  小学校「外国語活動」の時間及び、中学校の外国語(英語)の授業にＡＬＴを派遣している。

担当教員とのＴＴ（ティームティーチング）により、英語でのコミュニケーション能力の向上

を目指している。                    

３ フラワー・ブラボー・コンクール（ＦＢＣ） 

  花の栽培を通じ、学校環境の美化意識の向上を図るとともに、児童生徒の豊かな情操教育に

資するため、各小中学校において、花壇の整備充実に努めている。 

  また、フラワー・ブラボー・コンクール愛知県委員会主催による秋花壇のコンクールに参加、

尾張旭市教育委員会主催で秋花壇のコンクールを実施している。 

４ 特色ある学校づくり 

  児童生徒の生きる力を育み、優れた個性を伸ばす教育を行うために、児童生徒や地域社会の

実態を踏まえ、各学校が創意工夫を生かし積極的に「特色ある学校づくり」に取り組んでいる。 

 ▼ 令和元年度 特色ある学校づくり 

学 校 名 特       色 

旭 小 学 校 「にじの森」「青空広場」を活用した感性の育成  

東 栄 小 学 校 違いを認めてともに生きる 

渋 川 小 学 校 
打ち囃子 

―地域の方々との交流を通して、伝統文化に親しむ― 

本地原小学校 
他者と関わりながらよりよく生きる子を育てる教育活動  

～明るく 正しく のびのびと 本地ヶ原の本地っ子～ 

城 山 小 学 校 
地域（町・学校・人・自然・文化）とのふれあいの中で思いやりの

心を育む 

白 鳳 小 学 校 地域を知り、地域と学び、地域と共に歩む 

瑞 鳳 小 学 校 
地域とともに歩み、自ら伸びようとする児童の育成 

～地域の「ひと・もの・こと」とつながる活動を通して～ 

旭 丘 小 学 校 粘り強く・やり遂げ・自己を拓く旭丘の子  

三 郷 小 学 校 健康教育 

旭 中 学 校 
聴く力、考える力、伝える力を高める授業の工夫 

～新学習指導要領と特別な教科道徳の実施に向けて～ 

東 中 学 校 「自分をつくる」キャリア教育の推進 

西 中 学 校 地域社会の一員として自立した、生きる力を育む教育の推進 
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学校施設の大型工事  

  施設の老朽化が著しい本市では、学校施設の安全安心を第一優先として位置付け、質的な改

善など施設整備における改善を一気に推し進めることができる、大規模改造工事を計画的に実施

している。また、学校を取り巻く社会情勢の変化に伴い、空調設備の整備やトイレの洋式化も同

時に推し進めている。 

 

  ▼大規模改造工事一覧         

平成２３、２４年度 本地原小学校 

平成２５、２６年度 城山小学校 

平成２７、２８年度 東栄小学校 

平成２９、３０年度 白鳳小学校 

令和元年度 旭中学校 

 

 

 

  ▼空調設備整備一覧 

 （普通教室） （特別教室） 

平成２９年度 旭中学校 東中学校  

西中学校 

 

平成３０年度 旭小学校 渋川小学校  

瑞鳳小学校 旭丘小学校  

三郷小学校 

 

令和元年度 東栄小学校 本地原小学校 

城山小学校 白鳳小学校  

旭中学校 

 

 

  ▼トイレ改修（全面）一覧 

平成１２、１３年度 本地原小学校 

城山小学校  

平成１６、１７年度 旭中学校  

平成２１、２２年度 東中学校 

平成２５、２６年度 東栄小学校 

平成２９、３０年度 白鳳小学校 

旭丘小学校 

令和元年度 渋川小学校 

旭中学校 

 

 



▼小学校

人　 人 人 人

旭 小 学 校 435 15  2    21   1    1    

東 栄 小 学 校 526 21  5    30   1    

渋 川 小 学 校 365 14  2    22   1    

本 地 原 小 学 校 600 21  3    31   1    

城 山 小 学 校 678 23  2    31   1    

白 鳳 小 学 校 667 23  2    33   1    

瑞 鳳 小 学 校 413 15  2    24   1    1    

旭 丘 小 学 校 598 21  3    28   1    

三 郷 小 学 校 521 20  3    28   1    

計 4,803 173  24    248   2    9    

 (産休・育休代替・期限付講師を含む・非常勤講師は含まない）

▼中学校

人 人 人 人

旭 中 学 校 904 28  3    51   2    

東 中 学 校 753 23  3    47   2    

西 中 学 校 733 23  2    41   1    2    

計 2,390 74  8    139   1    6    

 (産休・育休代替・期限付講師を含む・非常勤講師は含まない）

計 比率(％)
人

778    100.0   

367    47.2   

131    16.8   

233    29.9   

27    3.5   

0    0.0   

20    2.6   

児童生徒数・学級数等の状況 (令和２年度)

学 校 名 児童数 学 級 数
左 の う ち
特 別 支 援
学 級 数

教　員
栄 養 職 員
（栄養教諭）

事 務 職 員

学 校 名 生徒数 学 級 数
左 の う ち
特 別 支 援
学 級 数

教　員
栄 養 職 員
（栄養教諭）

事 務 職 員

専 修 学 校 、 各 種 学 校

就 職 者 ( 定 時 制 除 く ）

そ の 他

中学校卒業後の進路

区 分

卒 業 者 総 数

高 等 学 校

全 日 制 普 通 学 科

全 日 制 専 門 学 科

私 立 高 等 学 校
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▼小学校
昭和60年

度
平成2年度 平成7年度

平成１２年
度

平成１７年
度

平成２２年
度

平成２７年
度

平成２８年
度

平成２９年
度

平成３０年
度

令和元年
度

令和２年度

児童数
（人）

635 505 484 485 491 483 433 436 430 439 422 435

学級数
（CL）

17 18 15 15 16 17 16 16 16 16 15 15

児童数
（人）

696 587 555 573 581 598 542 543 541 510 520 526

学級数
（CL）

19 18 17 19 21 22 19 21 22 20 22 21

児童数
（人）

163 112 136 211 358 493 413 412 401 376 374 365

学級数
（CL）

9 9 9 8 15 18 15 14 14 14 13 14

児童数
（人）

836 717 642 619 643 722 704 681 669 641 611 600

学級数
（CL）

21 21 19 19 20 23 23 22 22 21 20 21

児童数
（人）

977 802 668 559 584 702 708 710 686 681 691 678

学級数
（CL）

27 25 19 19 20 22 22 23 23 22 24 23

児童数
（人）

521 496 443 471 599 679 653 666 684 668 681 667

学級数
（CL）

15 16 13 14 21 23 21 22 22 22 23 23

児童数
（人）

741 580 423 440 437 364 416 430 442 424 405 413

学級数
（CL）

20 17 13 13 15 14 15 15 15 15 15 15

児童数
（人）

714 601 536 498 496 555 559 583 590 607 619 598

学級数
（CL）

19 19 17 17 16 20 19 20 20 20 21 21

児童数
（人）

502 574 695 669 659 578 481 473 504 508 516 521

学級数
（CL）

14 18 22 21 21 20 17 17 17 17 19 20

児童数
（人）

5,785 4,974 4,582 4,525 4,848 5,174 4,909 4,934 4,947 4,854 4,839 4,803

学級数
（CL）

161 161 144 145 165 179 167 170 171 167 172 173

▼中学校
昭和６０年

度
平成２年度 平成７年度

平成１２年
度

平成１７年
度

平成２２年
度

平成２７年
度

平成２８年
度

平成２９年
度

平成３０年
度

令和元年
度

令和２年度

生徒数
（人）

1,486 1,226 939 850 760 781 961 952 928 915 905 904

学級数
（CL）

35 32 25 23 21 24 28 29 28 28 28 28

生徒数
（人）

1,143 937 899 871 831 798 812 758 742 703 752 753

学級数
（CL）

28 25 25 24 24 25 25 24 24 23 23 23

生徒数
（人）

814 706 539 499 551 656 706 722 682 696 690 733

学級数
（CL）

20 20 17 16 17 20 22 22 20 22 22 23

生徒数
（人）

3,443 2,869 2,377 2,220 2,142 2,235 2,479 2,432 2,352 2,314 2,347 2,390

学級数
（CL）

83 77 67 63 62 69 75 75 72 73 73 74
合 計

合 計

（各年５月１日現在）

学 校 名

旭 中 学 校

東 中 学 校

西 中 学 校

本地原小学校

城山小学校

白鳳小学校

瑞鳳小学校

旭丘小学校

三郷小学校

児童生徒数の推移
（各年５月１日現在）

学 校 名

旭 小 学 校

東栄小学校

渋川小学校
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平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

級 数 - 担 任 数 2－2 2－2 2－2 2－3 2－3

児 童 数 （ 人 ） 5 5 4 5 8

級 数 - 担 任 数 3－3 4－4 4－4 5－5 5－5

児 童 数 （ 人 ） 11 15 16 15 15

級 数 - 担 任 数 2－2 2－2 2－2 1－1 2－2

児 童 数 （ 人 ） 6 3 3 2 4

級 数 - 担 任 数 2－2 2－2 2－2 2－2 3－3

児 童 数 （ 人 ） 9 6 8 9 7

級 数 - 担 任 数 2－2 2－2 2－2 2－2 2－2

児 童 数 （ 人 ） 9 8 8 9 6

級 数 - 担 任 数 2－2 2－2 2－2 2－2 2－2

児 童 数 （ 人 ） 3 5 5 5 5

級 数 - 担 任 数 2－2 2－3 2－3 2－3 2－2

児 童 数 （ 人 ） 3 5 5 4 8

級 数 - 担 任 数 2－2 2－2 2－2 3－3 3－3

児 童 数 （ 人 ） 5 6 7 9 5

級 数 - 担 任 数 2－2 2－2 3－3 3－3 3－3

児 童 数 （ 人 ） 9 9 14 12 11

級 数 - 担 任 数 3－4 3－3 3－3 3－3 3－3

生 徒 数 （ 人 ） 13 14 15 13 19

級 数 - 担 任 数 3－3 3－3 3－3 2－2 3－3

生 徒 数 （ 人 ） 13 16 13 12 17

級 数 - 担 任 数 2－2 2－2 2－2 2－2 2－2

生 徒 数 （ 人 ） 6 6 4 4 4

学 級 数 （ CL ） 27 28 29 29 32

児童生徒数（人） 92 98 102 99 109

担 任 数 （ 人 ） 28 28 30 31 33

高等学校進学率の推移

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成30年度 令和元年度

841 814 853 766 778

806 770 821 762 774

95.8 94.6 96.2 99.5 99.5

特別支援学級の推移
（各年５月１日現在）

旭 小 学 校

東 栄 小 学 校

渋 川 小 学 校

本地原小学校

城 山 小 学 校

白 鳳 小 学 校

瑞 鳳 小 学 校

旭 丘 小 学 校

三 郷 小 学 校

進 学 者 数 （ 人 ）

進 学 率 （ ％ ）

                                 （通信制を含む）   

旭 中 学 校

東 中 学 校

西 中 学 校

合 計

卒 業 年

卒 業 者 総 数 （ 人 ）
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▼　小学校

平成３０
年度

令和元
年度

平成３０
年度

令和元
年度

平成３０
年度

令和元
年度

平成３０
年度

令和元
年度

市 115.9 116.5 114.8 115.0 21.2 21.1 20.3 20.6

県 116.4 116.2 115.3 115.4 21.2 21.2 20.7 20.8

全国 116.5 116.5 115.6 115.6 21.4 21.4 20.9 20.9

市 121.9 122.2 120.5 120.7 23.6 23.9 23.0 23.0

県 122.0 122.5 121.0 121.1 23.7 24.3 22.9 23.2

全国 122.5 122.6 121.5 121.4 24.1 24.2 23.5 23.5

市 127.9 127.5 127.0 126.2 26.9 26.6 26.2 26.0

県 127.6 127.8 127.0 127.1 26.7 27.0 26.1 26.2

全国 128.1 128.1 127.3 127.3 27.2 27.3 26.4 26.5

市 133.3 133.2 132.6 132.8 30.1 30.4 28.8 29.5

県 133.2 133.1 133.4 132.9 29.7 30.2 30.0 29.7

全国 133.7 133.5 133.4 133.4 30.7 30.7 30.0 30.0

市 138.2 138.5 139.7 139.3 33.1 33.8 33.4 32.9

県 138.2 138.4 139.9 140.4 33.2 33.4 33.2 34.4

全国 138.8 139.0 140.1 140.2 34.1 34.4 34.1 34.2

市 144.3 143.9 146.2 146.1 36.5 36.9 37.1 37.8

県 144.9 144.9 145.6 146.4 38.0 38.4 37.5 38.2

全国 145.2 145.2 146.8 146.6 38.4 38.7 39.1 39.0

▼　中学校

平成３０
年度

令和元
年度

平成３０
年度

令和元
年度

平成３０
年度

令和元
年度

平成３０
年度

令和元
年度

市 152.1 151.4 151.6 151.3 42.2 41.8 42.4 41.9

県 152.3 152.3 151.5 151.3 43.2 43.4 43.2 43.2

全国 152.7 152.8 151.9 151.9 44.0 44.2 43.7 43.8

市 158.5 159.7 154.8 154.7 46.0 47.5 45.7 46.5

県 159.8 159.4 154.6 154.4 48.5 48.5 47.0 46.7

全国 159.8 160.0 154.9 154.8 48.8 49.2 47.2 47.3

市 164.8 164.5 156.6 156.8 52.2 51.2 48.6 48.7

県 165.2 164.8 156.2 156.4 53.5 53.3 49.6 49.6

全国 165.3 165.4 156.6 156.5 54.0 54.1 49.9 50.1

児童生徒の発育状況

区 分

身 長 （ ㎝ ） 体 重 （ ㎏ ）

男 女 男 女

女 男 女

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

１
年

２
年

３
年

６
年

区 分

身 長 （ ㎝ ） 体 重 （ ㎏ ）

男
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▼　小学校

学 級 数

人 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

旭 小 学 校 435  15 10,920 9,889 20,809 4,270 4,217 646 919

東 栄 小 学 校 526  21 8,494 12,121 20,615 5,299 5,472 605 1,215

渋 川 小 学 校 365  14 12,949 8,438 21,387 4,651 4,049 663 919

本地原小学校 600  21 7,685 7,460 15,145 5,151 5,336 630 1,215

城 山 小 学 校 678  23 6,195 11,402 17,597 5,488 5,682 630 1,215

白 鳳 小 学 校 667  23 7,498 9,194 16,692 5,309 5,682 645 1,215

瑞 鳳 小 学 校 413  15 8,527 10,488 19,015 5,018 4,404 646 919

旭 丘 小 学 校 598  21 9,538 7,979 17,517 4,911 5,504 647 1,215

三 郷 小 学 校 521  20 7,701 10,197 17,898 5,084 4,946 667 1,215

合 計 4,803  173 79,507 87,168 166,675 45,181 45,292 5,779 10,047

▼　中学校

学 級 数

人 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

旭 中 学 校 904  28 9,730 20,705 30,435 7,860 7,894 1,494 1,476

東 中 学 校 753  23 9,914 18,498 28,412 7,067 6,858 1,395 1,476

西 中 学 校 733  23 14,325 14,198 28,523 6,296 6,641 1,399 1,476

合 計 2,390  74 33,969 53,401 87,370 21,223 21,393 4,288 4,428

校 舎 面 積

必要
面積

屋内運動場面積

(特別支援学
級を含む)

義務教育施設の状況

建物
敷地

運動場

合 計
学 校 名 児 童 数

校 地 面 積

保有
面積

建物
敷地

学 校 名 生 徒 数

校 地 面 積 校 舎 面 積

(特別支援学
級を含む)

必要
面積

合 計

運動場
保有
面積

必要
面積

保有
面積

保有
面積

屋内運動場面積

必要
面積
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▼　小学校

教育

相談

旭 小 学 校 15 13 1  1 1 2 1 2 4 1 1

東 栄 小 学 校 21 14 1 2 1 2 1 1 1 4 1 1

渋 川 小 学 校 14 12 1 2 1 1 1 1 4 1 1

本地原小学校 20 17 1 1 2 1 1 1 1 2 5 2 1

城 山 小 学 校 23 14 1 1 1 1 1 2 6 1 2

白 鳳 小 学 校 23 12 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2

瑞 鳳 小 学 校 15 16 1 1 1 1 2 1 2 6 1 1

旭 丘 小 学 校 20 11 1 1 1 1 1 2 4 2

三 郷 小 学 校 20 13 1 1 2 1 1 1 2 4 1 1

合 計 171 122 9 4 13 9 12 2 0 9 16 39 10 12

▼　中学校

外国 視聴 コンピ 図書 特別 教育 進路

語  覚 ュータ  室 活動 相談 指導

旭 中 学 校 28 21 2 2 2 1 2 1 1 5 5 2

東 中 学 校 23 19 3 2 2 2 2 1 1 4 1 1 1

西 中 学 校 23 15 2 2 1 2 2 1 1 1 2 1

合 計 74 55 7 6 5 5 6 3 3 10 8 2 3

家庭

その
他

普通
教室

学 校 名

特別
活動

美術

理科 生活 家庭

理科 音楽

特別教室の内訳

音楽
学 校 名

特別
教室

普通
教室

特別
教室

その
他

外国
語

視聴
覚

コンピ
ュータ

図書
室

図画
工作

特 別 教 室 の 内 訳

技術
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小中学校の通学区域 
 ▼小学校  

学 校 名 通  学  区  域 

旭 小 学 校 

新居町（五反田の一部）、東大道町（曽我廻間、山の内、原田の一部）、

西大道町、城前町（上大道の一部）、向町（一丁目、二丁目、三丁目の一

部、四丁目の一部）、北原山町（平池浦の一部、六田池の一部、鳴湫の一

部、大久保見の一部）、南原山町（南原山、赤土の一部、石原の一部）、

西の野町、北山町、稲葉町、下井町（前の上の一部、下井の一部、刎内の

一部）、上の山町（間口の一部） 

東 栄 小 学 校 

大字新居（字海老蔓の一部、字柏井）、旭台、柏井町（弥栄、公園通の一

部）、東栄町、根の鼻町、東大久手町（二丁目、三丁目、四丁目）、三郷

町（栄、陶栄の一部、角田の一部）、北原山町（大久保見の一部）、南原

山町（赤土の一部） 

渋 川 小 学 校 庄中町、渋川町、東印場町、東名西町（二丁目） 

本地原小学校 
緑町、南新町、南栄町、晴丘町、長坂町、上の山町（山畑、間口の一部）、

北本地ヶ原町、南本地ヶ原町、東本地ヶ原町 

城 山 小 学 校 

大字新居（字海老蔓の一部）、平子町、城山町、新居町（西浦、山の田、

木の本、明才切の一部、寺田の一部、上の田の一部、今池下の一部、五反

田の一部）、城前町（城前、茅池、一丁目、二丁目、三丁目、四丁目）、

向町（三丁目の一部、四丁目の一部）、旭前町（北の一部、新田洞、一丁

目、二丁目、五丁目） 

白 鳳 小 学 校 
桜ケ丘町、白鳳町、霞ケ丘町、印場元町、旭前町（北の一部、三丁目、四

丁目、六丁目）、東名西町（一丁目）、平子ケ丘町 

瑞 鳳 小 学 校 東山町、西山町、庄南町、大塚町、吉岡町 

旭 丘 小 学 校 

大字新居（字海老蔓の一部）、旭ヶ丘町、大久手町、新居町（下切戸、諏

訪南、今池下の一部、寺田の一部、上の田の一部、明才切の一部）、柏井

町（公園通の一部）、東大久手町（一丁目）、北原山町（陀摩屋敷、鳴湫

の一部、平池浦の一部、六田池の一部）、東大道町（原田の一部） 

三 郷 小 学 校 

三郷町（中井田、陶栄の一部、富丘、角田の一部）、東三郷町、南原山町

（赤土の一部、石原の一部）、井田町、瀬戸川町、狩宿町、狩宿新町、下

井町（前の上の一部、下井の一部、刎内の一部） 
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 ▼中学校 

学 校 名 通  学  区  域 

旭 中 学 校 

大字新居（字海老蔓の一部）、旭ケ丘町（山の手、濁池）、新居町、東大

道町（原田、山の内、曽我廻間の一部）、西大道町、向町、北原山町（六

田池の一部）、西の野町、稲葉町（一丁目、二丁目、三丁目、四丁目の一

部）、平子町、城山町、城前町、旭前町（北の一部、新田洞、一丁目、二

丁目、五丁目）、緑町、長坂町、上の山町、南新町、南栄町、晴丘町、北

本地ケ原町、南本地ケ原町、東本地ケ原町 

東 中 学 校 

大字新居（字海老蔓の一部、字柏井）、旭台、柏井町、旭ヶ丘町（森、旭

ヶ丘、長洞）、大久手町、東大久手町、東栄町、根の鼻町、三郷町、東三

郷町、井田町、瀬戸川町、狩宿町、狩宿新町、北原山町（鳴湫、大久保見、

陀摩屋敷、平池浦、六田池の一部）、東大道町（曽我廻間の一部）、南原

山町、北山町、下井町、稲葉町（四丁目の一部、五丁目） 

西 中 学 校 

旭前町（西新田、北の一部、三丁目、四丁目、六丁目）、桜ケ丘町、白鳳

町、霞ケ丘町、印場元町、東名西町、庄中町、渋川町、東印場町、東山町、

西山町、庄南町、大塚町、吉岡町、平子ケ丘町 
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尾張旭市立小学校・中学校 

（令和２年度） 

 

旭小学校 
 尾張旭市西の野町五丁目１番地 

 校 長……浅 野 謙 一 

 教職員数……２６名 

 学級数……１５（特２）      開校年月…明治６年９月 

 児童数……４３５名        電話 ０５６１－５３－２０３５ 

 

東栄小学校 
 尾張旭市東栄町三丁目５番地１ 

 校 長……村 上   洋 

 教職員数……３１名 

 学級数……２１（特５）      開校年月…昭和２７年４月 

 児童数……５２６名        電話 ０５６１－５３－２９２６ 

 

渋川小学校 
 尾張旭市渋川町一丁目５番地８ 

 校 長……伊 藤 彰 浩 

 教職員数……２２名 

 学級数……１４（特２）      開校年月…明治６年８月 

 児童数……３６５名        電話 ０５６１－５３－２０４４ 

 

本地原小学校 
 尾張旭市南新町中畑２５２番地 

 校 長……長 谷 川  環 

 教職員数……３３名 

 学級数……２１（特３）      開校年月…昭和２９年１月 

 児童数……６００名        電話 ０５６１－５３－２７０２ 

 

城山小学校 
 尾張旭市城山町城山１３番地１ 

 校 長……大 澤 禎 一 

 教職員数……３３名 

 学級数……２３（特２）      開校年月…昭和４５年４月 

 児童数……６７８名        電話 ０５６１－５３－５０２０ 

 

白鳳小学校 
 尾張旭市白鳳町一丁目１２番地 

 校 長……加 藤 奈保樹 

 教職員数……３２名 

 学級数……２３（特２）      開校年月…昭和４７年４月 

 児童数……６６７名        電話 ０５６１－５３－５７００ 
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瑞鳳小学校 
 尾張旭市大塚町二丁目１０番地１ 

 校 長……堀 江 志 衣 

 教職員数……２５名 

 学級数……１５（特２）      開校年月…昭和５３年４月 

 児童数……４１３名        電話 ０５２－７７３－２３９１ 

 

旭丘小学校 
 尾張旭市大久手町上切戸１１７番地１ 

 校 長……速 水 一 美 

 教職員数……３０名 

 学級数……２１（特３）      開校年月…昭和５４年４月 

 児童数……５９８名        電話 ０５６１－５４－３０６６ 

 

三郷小学校 
 尾張旭市瀬戸川町一丁目１２２番地 

 校 長……井 田   寿 

 教職員数……２９名 

 学級数……２０（特３）      開校年月…昭和５７年４月 

 児童数……５２１名        電話 ０５６１－５４－８７７７ 

 

旭中学校 
 尾張旭市向町二丁目４番地２ 

 校 長……松 本 浩 一 

 教職員数……５３名 

 学級数……２８（特３）      開校年月…昭和２２年４月 

 生徒数……９０４名        電話 ０５６１－５３－２９１０ 

 

東中学校 
 尾張旭市下井町前の上１６０２番地   

 校 長……水 野   茂 

 教職員数……４４名 

 学級数……２３（特３）      開校年月…昭和５１年４月 

 生徒数……７５３名        電話 ０５６１－５４－６５１１ 

 

西中学校 
 尾張旭市渋川町三丁目２番地９     

 校 長……前 野 浩 司       

 教職員数……４６名 

 学級数……２３（特２）      開校年月…昭和５５年４月 

 生徒数……７３３名        電話 ０５６１－５４－１１９１ 
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 学 校 給 食  

 

学校給食の目標 
 ⑴ 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 

 ⑵ 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判断

力を培い、望ましい食習慣を養うこと。 

 ⑶ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 

 ⑷ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及び自然

を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

 ⑸ 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深め、勤

労を重んずる態度を養うこと。 

 ⑹ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 

 ⑺ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 

 

給食実施の状況 
   ▼調理施設 

内  容 学校給食センター 

所 在 地 尾張旭市旭前町新田洞５００５番地６ 

開 設 年 月 日 平成２２年９月１日 

規 模 ・ 構 造 

 

 

鉄骨造一部鉄筋コンクリート造 地下１階 地上２階建 

延床面積 ５，２９６．４７㎡ 

敷地面積 ５，７１２．５３㎡ 

運 営 方 式 ドライシステム方式 

調 理 能 力 ８，０００食／日 

調 理 業 務 等 民間委託 

   ▼食育学習施設 

    食育指導室Ａ・Ｂ、食育実習室、見学者通路、展示ホール 

 

   ▼年間給食実施回数  

     年度 

区分 

令和元年度 

実 施 回 数 

令和２年度 

実施予定回数 

小 学 校 １７４回 １７６回 

中 学 校 １７３回 １７４回 

   ＊新型コロナウィルス感染症拡大防止対策による学校休業に伴い、令和２年３月から 

   ５月まで、学校給食を中止した。 
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 ▼学校別調理食数（児童生徒職員数）         平成３１年４月１日現在 

小 学 校 別 中 学 校 別 

旭 小 学 校 ４６２食 旭 中 学 校 ９５７食 

東 栄 小 学 校 ５５７食 東 中 学 校 ７９７食 

渋 川 小 学 校 ３８７食 西 中 学 校 ７７９食 

本 地 原 小 学 校 ６３６食   

城 山 小 学 校 ７１１食   

白 鳳 小 学 校 ６９９食   

瑞 鳳 小 学 校 ４３８食   

旭 丘 小 学 校 ６２８食   

三 郷 小 学 校 ５５０食   

小学校計 ５，０６８食 中学校計 ２，５３３食 

合    計 ７，６０１食 

  

   ▼給食費の推移（１人１食当たり）  

期間 

 

区分 

平成４年１月 

～ 

平成９年３月 

平成９年４月 

～ 

平成１１年３月 

平成１１年４月 

～ 

平成２３年３月 

平成２３年４月 

～ 

平成２９年３月 

平成２９年４月 

～ 

 

小学校 １９０円 １９４円 ２１０円 ２３０円 ２５０円 

中学校 ２２０円 ２２４円 ２４０円 ２６０円 ２８０円 

 

給食の内容 
   ▼主食及び牛乳の提供回数 

内    容 回 数 
 
 
 
 
 

主 

食 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パ     ン 週   １ 回 

米     飯 週 ３.５ 回 

麺     類 週 ０.５ 回 

飲  用  牛  乳 週   ５ 回 

 

   ▼アレルギー対応給食数 

   令和元年度 年間４，２１３食（１日平均２４食） 

 

▼小学生又は中学生１人１回当たりの学校給食摂取基準 

小 学 生 

区   分 
令 和 元 年 度 の 

摂 取 栄 養 量 
基 準 量 充 足 率 

エネルギー（ｋcal）   ６３４   ６５０    ９８％ 

た ん ぱ く 質  （ g ）    ２５.２ 
学校給食による摂取エネ

ルギー全体の13～20％  
学校給食による摂取エネ

ルギー全体の15.9％ 

脂    質  （ g ）    １９.９ 
学校給食による摂取エネ

ルギー全体の25～30％   

学校給食による摂取エネ

ルギー全体の28.2％   

カルシウム  （ m g）   ３４０   ３５０    ９７％ 

鉄      （ m g）     ２.８     ３.０    ９３％ 
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レチノール当量（μｇ） 
        （マイクログラム） 

  ２４０   ２００   １２０％ 

ビタミンＢ1 （mg）     ０.５５     ０.４０   １３８％ 

ビタミンＢ2 （mg）     ０.５４     ０.４０   １３５％ 

ビタミンＣ  （ m g）    ２７    ２０   １３５％ 

食 物 繊 維   （ g ）     ４.４     ５.０    ８８％ 

食 塩 相 当 量  （ g ）     ２.１     ２.０未満   １０５％ 

 

中 学 生 

区   分 
令 和 元 年 度 の 

摂 取 栄 養 量 
基 準 量 充 足 率 

エネルギー（ｋcal）   ７８６   ８３０    ９５％ 

た ん ぱ く 質  （ g ）    ３０.３ 
学校給食による摂取エネ

ルギー全体の13～20％ 
学校給食による摂取エネ

ルギー全体の15.4％ 

脂    質  （ g ）    ２３.２ 
学校給食による摂取エネ

ルギー全体の25～30％   

学校給食による摂取エネ

ルギー全体の26.6％   

カルシウム  （ m g）   ３６５   ４５０    ８１％ 

鉄      （ m g）     ３.４     ４.０    ８５％ 

レチノール当量（μg） 
        （マイクログラム） 

  ２８５   ３００    ９５％ 

ビタミンＢ1 （mg）     ０.７０     ０.５０   １４０％ 

ビタミンＢ2 （mg）     ０.５９     ０.６０    ９８％ 

ビタミンＣ  （ m g）    ３２    ３０   １０７％ 

食 物 繊 維   （ g ）     ５.８     ６.５    ８９％ 

食 塩 相 当 量  （ g ）     ２.７     ２.５未満   １０８％ 

 

主な食育事業 
事   業 会   場 実 施 日 参加人数 

食育推進講演会 給食センター 
１１月２１日 

２月１４日 

２４人 

３０人 

食の専門家による講演会 旭中学校 １１月２２日 全学年 ８９４人 

ふれあい給食 
三郷小学校 

旭小学校 

６月１８日 

１月２７日 

３年生 １０２人 

２年生  ６３人 

夏休み！親子で探検 

給食センターわくわくツアー 
給食センター 

８月 ２日 

８月 ３日 

１０組  ３６人 

１０組  ３２人 

親子料理教室（和食）       給食センター ５月１８日 ８組  ２０人 

親子料理教室（クリスマス） 給食センター １２月１４日 １０組  ２８人 

皆が食べられる学校給食の日 全学校 
８月を除く毎

月２回 
― 

給食献立募集 
応募 ２８４点 

採用  １１点 （令和２年１月から順次提供） 
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 社 会 教 育  

 

生涯学習の推進 

１ 生涯学習案内冊子｢ハート toは～と 生涯学習講座一覧｣ 

  各種の講座、教室等を一覧にした冊子を作成し、公共施設、ホームページで掲載している。 

  ・令和２年４月発行：講座数 ４０２講座 

 

２ 生涯学習教授リスト 

  生涯学習指導者等に関するリストを作成し、公共施設、ホームページで掲載している。 

  ・令和元年９月発行：登録人数 ２１９人 

 

３ 生涯学習団体リスト 

  市内の生涯学習団体に関するリストを作成し、公共施設、ホームページで掲載している。 

  ・令和元年９月発行：登録団体数 ８１団体 

 

４ 生涯学習フェスティバル 

  学習の成果を発表する場や生涯学習の啓発のため、生涯学習フェスティバルを開催している。 

  ・令和元年度（第２５回） ２１事業 約１，８００人参加 

  ・一部の事業は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止。 

 

青少年教育 

１ 親子ふれあい事業 

  親子等が一緒に豊かな体験をし、ふれあいを深めるための事業を実施している。 

令和元年度実績 

⑴ 親子ふれあい教室 親子参加の体験教室 ５教室     ４４８人 

⑵ 親子天体教室 親子参加の天体観測教室 ７回開催    １８０人 

⑶ 夜間天体観望会 夜間の天体観望会 ３０回開催 １，７１９人 

⑷ その他の天体事業 天体に関する親子教室 ７回開催    ３５５人 

  ・一部の事業は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止。 

 

２ 新成人の集い 

  将来の担い手として社会の一員となったことを祝う「新成人の集い」を開催している。 

  ・令和２年１月１２日（日） 対象者９１２人／参加者７２８人（参加率７８．９％） 

 

３ 地域の教育力推進事業費補助金 

  地域教育力の向上を図る活動を行う団体に対して、補助金を交付し活動を支援する。 

  ・令和元年度交付団体 ７団体 ６３８人参加 
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成人教育 
１ 民踊講習会 

  地域の民踊（盆踊り）を盛り上げるため、毎年１回講習会を実施している。 

  ・令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止。 

 

２ 家庭教育学級 

  各小学校で学級を開設し、学級生の自主的な企画を通じ、学習や仲間づくりを行っている。 

  ・令和２年度前期は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止。 

 

３ 思春期家庭教育学級 

  思春期の特徴や心と身体の変化を学ぶ講座を開催している。 

  ・令和２年度前期は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止。 

 

社会教育団体の育成 
 社会教育団体の活動に必要な援助を行い、社会教育団体の活動を推進している。 

  令和２年度社会教育団体補助金の交付 

  ・尾張旭市地域婦人団体連絡協議会 
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文化振興 

１ 市民文化祭の開催 

  誰もが参加できる毎年恒例の文化芸術事業として、市民文化祭を尾張旭市文化協会に委託し

て開催し、市民の文化芸術に対する関心を高め、その活動を支援するとともに、作品発表や鑑

賞の機会を提供することにより地域文化を振興した。 

▼令和元年度開催状況 

事業名 第４５回市民展 第３９回 

市民芸能発表大会 

第３７回 

市民音楽祭 

期日 １１月３日（祝） 

 ～１１月１０日（日） 

１１月３日（祝） １１月１０日（日） 

会場 スカイワードあさひ 文化会館ホール 文化会館ホール 

応募者数 

出演者数 

出展総数：382点 

・絵画  131点 

・書道   73点 

・写真   58点 

・彫塑工芸 55点 

・文芸   65点 

入場者数：約6,580人 

出演団体：21団体 

出演者数：451人 

種目： 

舞踊、詩吟、民謡、琴、

大正琴、和太鼓、三味線、

民踊、ダンス等 

入場者数：約1,200人 

出演団体：24団体 

出演者数：約667人 

出演学校： 

東栄小、三郷小、旭中、

旭野高等学校 

種目：合唱、器楽等 

入場者数：約1,700人 

 

２ 文化振興計画の推進事業 

  文化振興基金の積み立てと繰出しの実施 

   平成２１年度より基金の募集を開始し、令和元年度も引き続き基金の募集を推進した。 

    令和元年度基金積立額：６２０，２４４円 

    （内訳 指定寄附金１２９，３３０円、市積立金４９０，０００円、利子９１４円） 

繰出金：５００，０００円（どうだん亭離れ屋根等補修修繕事業） 

基金総額：９，２１６，３２２円（令和２年３月末現在） 

 

３ 文化協会への事業委託 

  尾張旭市における文化の総括的団体である尾張旭市文化協会に対して、市民に参加又は鑑賞

の機会を提供するため、講座の開催、展示会、発表会等の事業を委託した。 

  （令和２年４月末現在 １１部会７３団体） 

 

４ 市長賞の交付 

（１団体） 

開催日 主催者 催物名 交付内容 

8月18日（日） 

～19日（月） 
瀬戸音楽協会 第 31 回愛知県尾東音楽コンクール 

賞状１枚 

副賞１個 

 

５ 激励費の交付 

  （８名） 

開催日 大会等名 会場 参加者 備 考 

平成 30 年 

10 月 13 日（土）

～平成 31 年 1 月

14 日（祝） 

第 20回ショパン国際

ピアノコンクール

inASIA 

昭和音楽大学 櫻井 綾乃 
旭野高校 

３年生 
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平成 31 年 

2 月 2 日（土） 

第 9 回日本バッハコ

ンクール 
王子ホール 櫻井 健人 

西中 

３年生 

令和元年 

7 月 27 日（土）

～28 日（日） 

第 43回全国高等学校

総合文化祭佐賀大会 

佐賀県立鹿島高

等学校 
堀田 晃子 

旭野高校 

３年生 

令和元年 8 月 25

日（日） 

第 16 回

WRO2019Japan 決勝大

会 

関西学院大学上

ヶ原キャンパス

総合体育館 

寺尾 拓真 
西中 

２年生 

令和元年 11月 30

日（土） 

第 73回全日本学生音

楽コンクール 

横浜みなとみら

い小ホール 
公文 美良 

東中 

３年生 

令和元年 12月 16

日（月） 

日本クラシック音楽

コンクール 

大泉学園ゆめり

あホール 
古宮 幹康 一般 

令和元年 

11 月 23 日（土）

～24 日（日） 

第 8 回日本学校合奏

コンクール グラン

ドコンテスト 

千葉県文化会館

大ホール 

倉岡 心愛 
聖霊中

学・高校 
長谷川 加奈 

 

６ 伝統文化親子教室の支援 

  （４団体） 

教室名 分野 実施団体 参加者 

伝統文化旭親子いけばな体験教室 華道 
伝統文化旭親子いけばな 

体験教室 
２０人 

尾張旭どうだん亭茶道親子教室 茶道 尾張旭どうだん亭茶道親子教室 ４１人 

「おどりで遊ぼう」 

日本舞踊尾張旭教室 
日本舞踊 あさひ乃会 １７人 

検藤流棒の手親子教室 祭り行事 検藤流棒の手保存会 ３０人 

 

文化財保護 
 市内に残る文化財の保護及びその活用を図るとともに、市民の文化財愛護意識の高揚を図った。 

 

１ 歴史教育 

各種講座等の開催 

講座名 開催日 開催内容 
参加者

(延べ) 

史跡めぐり 6月8日（土）、6月

13日（木）、8月6

日（火）、11月7日

（木）、11月21日

（木） 

市内の史跡や文化財等を広く市民に紹介

し、知識を深めてもらうため、ボランティ

アグループふるさとガイド旭による史跡

めぐりを開催した。また、小学生向け史跡

めぐりを開催し、児童が文化財に理解を深

める機会を提供した。 

118人 

郷土の歴史講座 12月19日（木）、

12月24日（火） 

郷土の歴史や文化財等について学ぶ機会

を提供し、郷土への愛着や知識を深めても

らうため講座を開催した。 

49人 

新春ふるさとカ

ルタ会 

1月19日（日） ふるさとガイド旭の監修により作成した

尾張旭ふるさとカルタを使用し、新春かる

た会を開催した。 

51人 
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２ 無形民俗文化財 

 ⑴ 無形民俗文化財の保存育成 

   無形民俗文化財の保存育成を各保存会に委託した。 

  ア 尾張旭市の棒の手（県指定）…………………尾張旭市棒の手保存会 （５流派） 

  イ 尾張旭市の打ちはやし（市指定）……………尾張旭市打はやし保存会（３地区） 

  ウ ざい踊り（市指定）……………………………尾張旭市ざい踊保存会 （２団体） 

  エ 尾張旭市の馬の塔（市指定）…………………尾張旭市馬の塔保存会 （４地区） 

 ⑵ 後継者の育成 

   令和元年度報償品支給者数 （図書カード 3,000 円分）     （単位：人） 

保存会 中学生 高校生 大学生 一般 計 

棒の手保存会 57 （14） 26  （2） 20（△4） ― 103 （12） 

打はやし保存会 7 （△1） 5（△５） 7 （5） ― 19 （△1） 

ざい踊保存会 5 （△1） 1  （1） 1 （－） ― 7  （－） 

馬の塔保存会 ― ― ― 15 （2） 15  （2） 

計 69 （12） 32（△2） 28（1） 15 （2） 144 （13） 

※（）内は前年度からの増減数                （前年度 131 人） 

 ⑶ 無形民俗文化財の発表・披露 

 ア 第７０回全国植樹祭 

  開催日：令和元年６月 2 日（日） 

  開催場所：愛知県森林公園 

  参加団体：尾張旭市棒の手保存会（無二流・東軍流・直師夢想東軍流） 

  参加者数：23 人 

  開催内容：全国植樹祭おもてなし広場ステージにおいて、尾張旭の伝統芸能を PR する

ため各流派の演技を披露した。 

 イ 第７０回全国植樹祭サテライト会場 

  開催日：令和元年６月 2 日（日） 

  開催場所：渋川福祉センター 

  参加団体：尾張旭市打はやし保存会（庄中地区・井田地区） 

       尾張旭市ざい踊保存会（鳳采会・みさと会） 

  参加者数：約 60 人 

  開催内容：全国植樹祭サテライト会場において、尾張旭の伝統芸能を PR するため各地

区の演技を披露した。 

 ⑷ 無形民俗文化財の紹介 

ア 出張企画展 

無形民俗文化財がもっとも活躍する秋まつり前に、より多くの方に活動を知ってい

ただくため、出張企画展を開催した。 

   開催日：令和元年９月 24 日（火）～10 月 11 日（金） 

   開催場所：市役所ロビー 

  開催内容：県・市指定無形民俗文化財の紹介及び秋まつり見学情報 

 

３ 有形文化財 

  市内に遺る史跡・有形文化財等の整備及び市内史跡等の案内板等を修繕した。また、歴史民

俗フロア以外の場所でも尾張旭の歴史や文化を紹介する出張企画展を開催した。 
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 ⑴ 史跡・文化財等の整備 

   長坂遺跡、印場大塚古墳、長池自生地等の除草、清掃、樹木の剪定 

 ⑵ 歴史民俗フロア 

   （常設展示） 

  ア 尾張旭市の埋蔵文化財 

  イ 尾張旭市の無形民俗文化財 

   （企画展示） 

  ウ 民具企画展示コーナー 

 ⑶ 史跡等案内板等の修繕 

   井田城跡史跡看板修繕、印場大塚古墳史跡名案内板修繕 

 

４ 尾張旭市の指定・登録文化財 

  市内に遺る貴重な文化財を保護し後世に伝えるため、重要なものを市の指定文化財に指定し

ている。また、国の登録文化財である「どうだん亭（旧浅井家住宅離れ）」の保存と活用を図

った。 

文化財の指定・登録 

   ▼指定文化財一覧 

指定 

区分 

指定 

番号 
種 別 名  称 員 数 所在地 指定年月日 

所有者又は 

保持団体 

県指定 ２３号 無形民俗 尾張旭市の棒の手 １団体 － 
昭和３３年 

３月２９日 

尾張旭市 

棒の手保存会 

指定 

区分 

指定 

番号 
種 別 名  称 員 数 所在地 指定年月日 

所有者又は 

保持団体 

市指定 １号 
有形 

（彫刻） 
木造聖観世音菩薩立像 １体 

渋川町三丁目 

８番地２ 

昭和５６年 

８月１日 
庄中保存会 

〃 ２号 〃 円空仏 ５体 
城山町長池下 

４５１７番地１ 
〃 尾張旭市 

〃 ３号 史跡 印場大塚古墳 １基 
大塚町一丁目 

１３番地４ 
〃 尾張旭市 

〃 ４号 無形民俗 尾張旭市の打ちはやし １団体 － 
昭和５８年 

３月１日 

尾張旭市 

打はやし保存会 

〃 ５号 〃 ざい踊り １団体 － 〃 
尾張旭市 

ざい踊保存会 

〃 ６号 
有形 

（工芸品） 

井田八幡神社の 

陶製狛犬 
３対 

井田町一丁目 

２１８番地 
〃 八幡神社 

〃 ７号 
有形 

（建造物） 
良福寺山門 １棟 

印場元町一丁目 

１５番地１９ 

昭和６１年 

２月１０日 
良福寺 

〃 ８号 
有形 

（古文書） 
織田信雄書状 １通 〃 〃 〃 

〃 ９号 有形民俗 狩宿郷倉 １棟 
狩宿町三丁目 

２０５番地 

平成４年 

５月１日 
尾張旭市 

〃 １０号 無形民俗 尾張旭市の馬の塔 １団体 － 
平成１２年 

４月１日 

尾張旭市 

馬の塔保存会 

〃 １１号 天然記念物 
長池のマメナシ・ 

アイナシ自生地 

1,037 

  ㎡ 

城山町長池下 

４５２３番地１ 

平成１５年 

１０月１日 
尾張旭市 

〃 １２号 天然記念物 吉賀池湿地 
3,636 

  ㎡ 

旭ヶ丘町濁池 

１１５０番地 
〃 尾張旭市 
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〃 １３号 
有形 

（工芸品） 

狩宿白山神社の 

陶製狛犬 
１対 

狩宿町三丁目 

２０５番地 

平成１９年 

４月１日 
狩宿白山神社 

 

▼登録文化財一覧 

登録 

区分 

登録 

番号 
種 別 名  称 員 数 所在地 登録年月日 

所有者又は 

保持団体 

国登録 
２３－ 

０１３３ 

有形 

(建造物) 

旭サナック本館 

（旧旭兵器製造本社事務棟） 
１棟 

旭前町新田洞 

５０５０番地 

平成１６年 

６月９日 

旭サナック 

株式会社 

国登録 
２３－ 

０３０３ 

有形 

(建造物) 

どうだん亭 

（旧浅井家住宅離れ） 
１棟 

霞ヶ丘町南 

２９８他 

平成２０年 

５月７日 
尾張旭市 

 

５ 文化財関係資料の収集整理と書籍の販売・活用 

  尾張旭市誌をはじめとして、市内遺跡の発掘調査報告書、民俗資料などを収集整理し、書籍

として発刊販売している。 

 

社会教育施設等 
 どうだん亭 

  日本庭園を有する家屋を教育文化施設として貸し出し、市民等の文化活動の充実を図った。

平成２０年５月７日、国登録有形文化財に登録された。 

 ▼施設概要 

所在地 尾張旭市霞ヶ丘町南２９８番地 

敷地面積 ２,４１７．１７㎡ 

築造構造 木造瓦葺２階建て２棟 

延床面積 ２７７．０１㎡（うち母屋：１９８．８５㎡ 離れ：７８．１６㎡） 

 

 ▼利用状況 

区分 
市内 市外 計 

利用数 利用人数 利用数 利用人数 利用数計 利用人数計 

平成２９年度 275件 2,170人 181件 880人 456件 3,050人 

平成３０年度 314件 2,595人 215件 785人 529件 3,380人 

令和元年度 277件 2,222人 206件 683人 483件 2,905人 

 ※ 令和元年度は新型コロナウイルス感染症対策のため３月４日から３１日の利用を中止した。 

 

 ▼一般公開入場者数 

区分 
春の一般公開 秋の一般公開 計 

公開期間 入場者数 公開期間 入場者数 公開期間計 入場者数計 

平成２９年度 ９日間 1,007人 ９日間 2,598人 １８日間 3,605人 

平成３０年度 － － － － － － 

令和元年度 ９日間 1,345人 ９日間 2,700人 １８日間 4,045人 

※ 平成３０年度は市道霞ケ丘線工事に伴い、臨時駐車場の確保ができず近隣住民の方々

に迷惑をかけ、工事車輌等も多く来場者の安全確保が難しいため、一般公開は中止した。 
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文化会館 

  市民に文化に接する機会と場所を提供し、知識と教養を高めるための施設として、また、文化情

報発信の施設として充実を図った。なお、施設の管理は、平成１９年度から指定管理者が行ってい

る。 

  施設は、オーケストラ演奏、ピアノ発表会などの音楽、舞踊、演劇、映画、講演会などのできる

大小２つのホールのほか、絵画、書、写真、工芸品等が展示できる施設があり、年間を通じて市民

の文化・芸術活動の拠点となっている。  

１ 施設の概要 

   名  称   尾張旭市文化会館 

  所 在 地   尾張旭市東大道町山の内２４１０番地１１  

   開 設 日   昭和５６年１０月１日 

構    造 鉄筋コンクリート  一部鉄骨造  ４階建 

   面    積 (延)５,８５７.７０㎡ 

   施    設 文化会館ホール（固定イス  ９０３席、専用スペース３席）楽屋  ４室 

    あさひのホール（固定イス  ２８９席、専用スペース４席）楽屋  ２室 

 展示室、展示ギャラリー、展示ロビー 

 練習室  ３室 

 研修室  ２室 

２ 文化会館入場者の推移  

 

（単位 人） 

 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

文化会館ホール ４４,６０２ ５０,４２７ ４６,０４２ ４,１９０ ５６，７８６ 

あさひのホール １８,０９４ １６,１２８ ２,４４２ ３,１１１ １７，８７９ 

展 示 室 等 ９,１７８ ６,８８０ ７,６４７ １,０８４ ９，２６８ 

そ の 他 １０,８２６ １０,９５２ ８,９６６ ５３５ ５，３６９ 

合  計 ８２,７００ ８４,３８７ ８７,０９７ ８,９２０ ８９，３０２ 

 ※文化会館改修工事に伴い、平成３０年度は５月１日から３月３１日まで休館した。 

 ※令和元年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、３月４日から３１日まで利用を中止した。 
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３ 文化会館使用件数の推移 

 

 ※文化会館改修工事に伴い、平成３０年度は５月１日から３月３１日まで休館した。 

 ※令和元年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、３月４日から３１日まで利用を中止した。 

 

４ 自主文化事業 

事業名 
公演 

回数 
年月日 曜日 入場料 

入場 

者数 
主な演目等 

①文化会館探検ツ

アー 
2 

H31.4.7, 

29 

日・ 

月（祝） 
無料 2,871 

施設内を自由に見

学していただくツ

アー 

②リニューアルイ

ベント フォーテ

ィーエイトフェス

ティバル 

1 H31.4.29 月（祝） 無料 3,500 

文化協会各団体、

旭野高校音楽部、

市民合唱団、児童

合唱団による発

表、地元アーティ

スト「陽影月」演

奏、ヨガ体験、版

画体験、琴の演奏、

マルシェなど 

③芸術展 5 
H31.4 

～R1.2 
 無料 3,678 

地元作家の作品展

示絵画、写真、彫

刻・工芸など 

④ゆるゆるヨガ教

室 

（1ターム 6回） 

19 
R1.5 

～R2.2 
水 

講座参加 3,600円 

（6回分） 

 

253 ヨガ体験講座 
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平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

文化会館ホール あさひのホール 展示室等 その他

(単位  件) 

 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

文化会館ホール １６０ １５０ １５５ １４ １５７ 

あさひのホール １０６ １１６ １２７ １２ １１７ 

展示室等 ６６ ６７ ８７ ９ ６６ 

そ の 他     ６０２ ７００ ６２４ ４３ ４０２ 

合 計 ９３４ １,０３３ ９９３ ７８ ７４２ 
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⑤水野アー氏 版

画展とワークショ

ップ 

1 
R1.6.5 

～R1.6.9 
水～日 無料 577 

地元作家の版画展

示、版画体験 

⑥吹奏楽応援事業 4 
R1.6 

～R2.1 

火・土 

・日 
無料 336 

市内 3 中学校と旭

野高校の吹奏楽部

にホールで練習の

機会を提供 

⑦ホワイエ・ロビ

ーコンサート① 
1 R1.6.21 金 無料 230 

出演：ミュージカ

ル女優 田村麻里

子 

⑧ピアノを弾こう

事業 
18 R1.8 火～日 無料 39 

ロビーにて自由に

ピアノを演奏して

いただいた。 

⑨映画体感上映会 2 R1.8.24 土 1,000 円 1,105 
ボヘミアンラプソ

ディー 

⑩アウトリーチ事

業 
1 R1.9.7 土 無料 ― 

トランペット奏者

による小学校音楽

部での演奏講座。

三郷小学校で開催 

⑪文化協会 40 周

年記念事業共催 
1 R1.9.29 日 無料 1,553 

鍵盤ハーモニカ奏

者吉田絵奈演奏、

呈茶会など 

⑫ホワイエ・ロビ

ーコンサート② 
1 R1.12.22 日 無料 307 

ピアノを弾こう事

業の優秀者 6 人に

よる演奏 

⑬第 14 回ニュー

イヤーコンサート 
1 R2.1.18 土 

大人 1,000 円 

高校生以下 800円 
695 尾張旭市民合唱団 

⑭ライブ尾張旭 

フォーティエイト 
 

R2.3 

.8 
日 500 円  

避難訓練コンサー

ト 

新型コロナウイル

ス感染対策により

中止 

⑮紅茶のまち応援

事業 
1 R2.3 火～日 無料 － 

紅茶のまち尾張旭

のパネル展示な

ど。新型コロナ感

染症対策のため市

役所で実施 

合計 15事業     15,144  
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公民館  

 

 市民が気軽に利用できる学習の場、ふれあいの場として、中央公民館と８つの地区公民館（１小学

校区に１公民館）が設置されている。 

 公民館は、市民の生涯学習の拠点として、多様な学習意欲に応えるため、講座の開設や公民館まつ

りなどの各種事業の実施、公民館を主な活動場所とする自主活動団体の援助などを行い、教養の向上

や生活文化の発展など、地域住民のために大きな役割を果たしている。 

  

 

▼公民館概要（令和元年度） 

館 名 開設年月日 主 な 施 設 概 要 

中 央 公 民 館 
昭和５９年

９ 月 １ 日 

東大道町山の内２４１０番地２ 

鉄筋コンクリート造 ３階建 ４，５１８㎡ 

１階 会議室（３室）、展示ロビー 

２階 和室、工作室、実習室、音楽室（２室）、軽運動室（２室）、 

会議室（３室） 

３階 会議室（６室）、音楽室（３室） 

瑞 鳳 公 民 館 
昭和５４年

４ 月 １ 日 

大塚町二丁目１０番地２ 

鉄筋コンクリート造 ２階建 ５４４㎡ 

集会室（２室）、会議室（４室）、実習室 

三 郷 公 民 館 
昭和５６年

４ 月 １ 日 

井田町三丁目１６３番地 

鉄筋コンクリート造 ２階建 ５１３㎡ 

会議室（４室）、料理室 

藤 池 公 民 館 
昭和５７年

４ 月 １ 日 

東栄町一丁目４番地７ 

鉄筋コンクリート造 ２階建 ５１９㎡ 

研修室、実習室、集会室、和室 

平 子 公 民 館 
昭和５８年

４ 月 １ 日 

平子町中通２１９番地２ 

鉄筋コンクリート造 ２階建 ５５８㎡ 

研修室、実習室、集会室、和室 

本地原公民館 
昭和５８年

４ 月 １ 日 

緑町緑ケ丘１００番地１０ 

鉄筋コンクリート造 ２階建 ５３６㎡ 

研修室、実習室、集会室、和室 

白 鳳 公 民 館 
昭和６２年

４ 月 ７ 日 

白鳳町二丁目２０番地 

鉄筋コンクリート造 ２階建 ５９０㎡ 

研修室、実習室、集会室、和室 

旭 丘 公 民 館 
昭和６３年

４月１１日 

大久手町上切戸７０番地 

鉄筋コンクリート造 ２階建 ５８０㎡ 

研修室、実習室、集会室、和室 

渋 川 公 民 館 
平 成 ８ 年 

４ 月 １ 日 

渋川町一丁目６番地１ 

鉄筋コンクリート造 ２階建 ８１６㎡ 

研修室、実習室、集会室（２室）、和室、工作室 

コミュニティセンター宮浦会館
（公民館類似施設） 

昭和５５年

４ 月 １ 日 

稲葉町四丁目７５番地 

鉄筋コンクリート造 ２階建 ５２７㎡ 

会議室、研修室、生活改善室、和室（２室） 
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各種講座 

１ 市民塾（あさぴーなび） 

  市民が講師となって、自らの学習成果を生かし、それぞれの知識、教養、特技を市民の学習に役立

てている。 

令和元年度 講座数４０講座･受講者４８７人 

 

２ 地域ふれあい講座 

  各地区公民館等で、 地域住民を対象とした特色ある講座を独自に計画し、開催している。 

令和元年度 講座数４０講座・受講者５５６人 

 

３ 外国語講座 

  外国人講師を含む専門講師により、英語の講座を開催している。（選任講師） 

令和元年度 講座数 ４講座・受講者６６人 

 

４ 企画講座 

  市民塾で人気のあったものや市民の関心のある講座を開催している。（選任講師） 

令和元年度 講座数 ４講座・受講者９３人 

 

５ パソコン講座 

  パソコンにまだ触れたこともない人から、スキルアップを目指している人までを対象に、幅広く、

いろいろな講座を開催している。（委託業者派遣講師） 

令和元年度 講座数 ５講座・受講者４８人 

 

６ 成人大学講座 

  成人を対象として、主に大学教授を講師に迎え、一般教養、専門知識をより深めることを目的に開

催している。 

令和元年度 講座数  ６講座・受講者１５７人 

 

７ 高齢者教室（長寿学園） 

  市内在住の６０歳以上の方を対象に、教養、健康、趣味など日常生活での生きがいを見出すための

教室を開催している。 

 ・令和元年度 教室生  ２６１名  

 ・活動内容 年間１１回の講話を開催（オープンキャンパス〔長寿課と共同実施〕含む） 

       クラブ活動 (健康体操クラブ・絵手紙クラブ・チャレンジクラブ) 
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公民館等の利用状況 

１ 中央公民館 

  

 
（利用人数：実人数 利用件数：１時間１件） 

２ 地区公民館等 

⑴  利用件数の推移 

  

（１時間１件） 
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利用人数及び利用件数推移

利用者数 利用件数

瑞鳳 三郷 藤池 平子 本地原 白鳳 旭丘 渋川 宮浦

平成27年度 6,811 3,484 5,360 3,471 4,294 3,555 4,679 7,575 3,441

平成28年度 6,742 3,268 5,204 3,433 4,298 3,854 4,754 7,561 3,453

平成29年度 6,604 2,957 5,277 3,139 4,181 4,786 4,285 7,196 2,954

平成30年度 6,342 3,148 5,457 3,182 3,917 4,913 4,711 7,457 3,052

令和元年度 4,535 2,874 4,559 2,880 3,532 4,423 4,498 6,886 2,728
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 ⑵ 利用者数の推移 

 

（実人数） 

 

自主活動団体の育成・援助 

１ 自主活動団体（サークル）の育成 

  公民館等を活動場所として、生涯学習を行っている自主活動団体を育成するため、その活動を支

援している。 

 

（令和２年４月現在 計５８団体） 

活 動 場 所 団体数 活 動 場 所 団体数 

中 央 公 民 館 ３５ 本 地 原 公 民 館 ２ 

瑞 鳳 公 民 館 １ 白 鳳 公 民 館 ３ 

三 郷 公 民 館 ３ 旭 丘 公 民 館 ５ 

藤 池 公 民 館 ４ 渋 川 公 民 館 ２ 

平 子 公 民 館 ２ 宮 浦 会 館 １ 

 

２ 活動の目標とその成果の発表 

  自主活動をしている団体を対象に、日頃の活動の成果を発表する場として、さらには生涯学習の

推進のための一翼を担っていただくことを目的に、次のような各種の作品展、発表会を開催し、活

動の活性化を図っている。 

⑴ 公民館まつり 

瑞鳳 三郷 藤池 平子 本地原 白鳳 旭丘 渋川 宮浦

平成27年度 24,500 12,979 23,164 20,330 23,374 17,533 29,545 29,487 11,540

平成28年度 24,178 11,938 22,052 20,179 22,849 17,516 30,284 28,601 11,045

平成29年度 22,803 10,834 21,551 19,667 22,640 20,333 27,192 27,935 9,690

平成30年度 22,768 11,818 23,060 19,968 21,049 20,865 29,720 28,287 9,966

令和元年度 16,207 11,002 20,138 17,858 18,047 17,180 25,704 25,774 9,490
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  ・開催期間 令和２年２月２９日（土）～３月１日（日）を予定していたが新型コロナウィルス

感染症に感染する恐れがあり中止した。 

 

 

 ⑵ 地区公民館等作品展示会 

  令和元年度  

施設名 開催期間 参加団体 作品点数 来館者数 

瑞鳳公民館 9/21（土）～22（日） 6 178 425 

三郷公民館 

10/19（土）～20（日） 

11 182 171 

渋川公民館 19 274 286 

旭丘公民館 12 322 168 

平子公民館 12 283 211 

宮浦会館 9 209 250 

藤池公民館 

10/26（土）～27（日） 

16 206 337 

白鳳公民館 12 332 220 

本地原公民館 14 146 322 

合 計   111 2,132 2,390 

 

 

⑶ 中央公民館グル－プ作品展 

    中央公民館を拠点に活動している同好会等の団体を対象に、２団体ごと、１週間ずつのリレー

形式で展示を行い、活動の活性化を図っている。 

  ・開催期間 令和元年１０月２３日（水）～１２月１１日（水） 

・参加団体 １１団体（写真、絵画、書道、川柳等） 

  ・作 品 数 １８７点 

・開催場所 中央公民館展示ロビー 
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図書館 
 図書館は、生涯学習や余暇活動を支援する拠点施設として、来館者の資料要求やレファレンス

等に応えるほか、読書通帳の配布やおはなし会等の読み聞かせを始めとする様々な自主事業を実

施している。 

 愛知県図書館をはじめ、他市図書館等とも連携し、市民の知識力・読書欲を下支えしている。 

 また、地区公民館８館と新池交流館での図書館資料の予約取次・返却受付を行うなど、利便性

の向上を目指している。 

 

１ 施設の概要 

  名   称   尾張旭市立図書館 

  所 在 地   東大道町山の内２４１９番地５ 

  開 設 日   昭和５６年４月８日 

  構   造   鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造） 

          地上２階建 

  延床面積   １，３９３．２５㎡              

   ＜１階＞            ＜２階＞ 

    開架閲覧室 ５０７．４２㎡   参考室    １３１．７３㎡（３６席） 

    事務室   １０３．８５㎡   視聴覚室   １６４．４０㎡（９９席） 

    閉架書庫   ５２．４０㎡   おはなしのへや ５７．５５㎡ 

    閉架書庫２  ８８．８０㎡ 

 

２ 自主事業 

  図書館の利用推進を図るため、各種おはなし会、映画会、読書週間等事業、夏休み子ども一 

日司書を始めとする講座、読書感想文コンクールを始めとする学校との連携事業を行っている。 

▲各種おはなし会 

幼児・低学年児童を対象とした「おはなし会」や、赤ちゃん（６か月～２歳児）とその

保護者を対象とした「あかちゃんからのおはなし会」、「大人のためのおはなし会」（写真）

などを、ボランティアの協力を得て行い、本を親しむ機会を提供している。 

▲夏休み子ども一日司書 

 夏休み期間中に、小学校高学年を対象に、図書館業務の体験を通して図書館や本に親し

む機会を設けている。 

 ▲読書感想画コンクール 

冬休み期間中に、小学生の読書習慣を形成するために開催し、優秀作品の展示や表彰を

行い、読書の啓発を図っている。 

 

３ 健康都市尾張旭を推進する資料の収集 

 朝見武彦健康推進基金により、医学や食・運動などの健康に関する資料を収集し「朝見武彦 

文庫」を設置した。基金終了後も「朝見武彦文庫健康コーナー」として継承している。 

 

 

 

 

 



⑴　蔵書数

（単位：点）

種別 一 般 書 児 童 書 計

０ 総 記 4,441 483 4,924

１ 哲 学 3,910 587 4,497

２ 歴 史 8,773 2,540 11,313

３ 社 会 科 学 16,928 3,076 20,004

４ 自 然 科 学 10,627 5,502 16,129

５ 技 術 9,401 1,942 11,343

６ 産 業 3,855 1,254 5,109

７ 芸 術 11,328 2,879 14,207

８ 言 語 1,491 643 2,134

９ 文 学 51,790 23,066 74,856

Ａ 郷 土 資 料 6,922 301 7,223

Ｌ 大 活 字 本 913 118 1,031

Ｒ 参 考 資 料 4,606 304 4,910

Ｅ 絵 本 　　　　 - 29,633 29,633 　

マ マ ン ガ 　　　　 - 217 217 　

134,985 72,545 207,530 　

Ｍ 逐 次 刊 行 物 2,362 227 2,589 　

Ｋ 紙 芝 居 19 1,416 1,435 　

2,381 1,643 4,024

137,366 74,188 211,554

Ｔ カセット 87

Ｕ Ｃ　　Ｄ 3,382

Ｖ ビ デ オ 24

Ｗ Ｄ Ｖ Ｄ 1,225

4,718

216,272

５　図書館資料

分類・内容

図書

合　　　　　　　計

令和２年３月３１日現在

小　　計

小　　計

中　　計

視聴覚資料

計
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個人
(人)

団体
(団体)

合 計 個人 団体 合計 一般書 児童書 雑誌
視聴覚
資料 合計

平成27年度 22,098 63 22,161 148,527 538 149,065 341,452 260,519 21,186 28,197 651,354

平成28年度 24,625 73 24,698 154,515 489 155,004 329,840 250,752 21,697 24,348 626,637

平成29年度 26,860 82 26,942 148,377 450 148,827 318,249 245,965 23,243 21,438 608,895

平成30年度 16,157 84 16,241 140,628 556 141,184 304,370 233,537 22,586 20,217 580,710

令和元年度 18,733 93 18,826 133,306 587 133,893 287,361 215,309 20,690 19,371 542,731

⑵　蔵書数の推移

６　利用状況

年度
登録者数 貸出利用回数（回） 貸　　出　　点　　数　（点）

※　総貸出利用回数と総貸出点数の推移

149,065 155,004 148,827 141,184 133,893

651,354 626,637
608,895

580,710
542,731

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

回数

点数

213,935 213,843

211,627

215,804
216,272

209,000

210,000

211,000

212,000

213,000

214,000

215,000

216,000

217,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

（点数）
蔵書数の推移
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 社 会 体 育  

 

市民スポーツの普及・振興 

１ スポーツ教室 

  市民の健康維持、増進を図ることはもとより、市民スポーツの普及の場、市民相互のコミュ

ニケーションの場として、各種のスポーツ教室を開催した。 

 ⑴ 指定管理者通期スポーツ教室（指定管理者：ハマダスポーツ企画） 

事業内容 教室数 参加者数（人） 

健康太極拳、いきいきウォーキング＆筋トレ、心とか

らだにやさしいリズム体操、はじめてヨガ、南国フラ

ダンス、爽快エクササイズ、疲労回復ヨガ、リンパエ

クササイズ、バランスボールで体幹運動、５０歳から

のやさしい運動、親子リズミック、ベビーとふれあい

マッサージ、親子で産後リフレッシュヨガ、ひよこク

ラブ親子あそび、キックボクシングテクニック＆パワ

ーエクササイズ、健康体操、フィットネスウォーキン

グ、ミニバスケットボール、ジュニアショートテニス、

なわとび教室、スイング＆スロー、キッズ総合体育、

キンダー総合体育、ジュニアバレーボール、卓球、ジ

ュニア卓球、ソフトテニス、ジュニア硬式テニス、弓

道、硬式テニス、ランニング、ジュニア陸上、ジュニ

アサッカー 

４２教室 

（２３種目） 

3,682 

（前年度比 573 人増） 

 

⑵ 指定管理者夏期スポーツ教室（指定管理者：ハマダスポーツ企画） 

事業内容 教室数 参加者数（人） 

親子リズミック体操、ジュニア硬式テニス、ジュニア

バレーボール 

４教室 

（３種目） 

196 

（前年度比 1人増） 

 

⑶ 指定管理者水泳教室（指定管理者：ハマダスポーツ企画） 

事業内容 教室数 参加者数（人） 

水泳教室・着衣泳教室 ５教室 104 

（前年度比 14人増） 

 

２ ニュースポーツ・レクリエーションポーツ等の普及 

  地域住民の健康増進及び相互親睦を目的に、各地域にて自主、自立したレクリエーションス

ポーツ活動等が展開できるよう地域スポーツの振興を図るとともに、市民だれもが気軽に楽し

むことができるニュースポーツ・レクリエーションスポーツ、またラジオ体操・ウォーキング

を普及するため、その体験会等を開催した。 

事業内容 教室数 参加者数（人） 

ニュースポーツ体験会 ９ 245 

（前年度比1,134人減） 

スポーツ推進委員派遣 １８ 2,068 

（前年度比 216人増） 

ウォーキングイベント 

（あさぴースマイルウォーキング、あさひ軽々楽々ウ

ォーキング） 

２ 454 

（前年度比 53人減） 
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ラジオ体操講習会 １ 20 

（前年度比 33人減） 

シニア向けニュースポーツ体験会 ２ 77 

（前年度比 18人増） 

 

３ 市民体育大会 

  スポーツ技術力の向上と市民の健康増進を図るため、市民体育大会、市民ゴルフ大会並びに

市民ジョギング大会を開催した。 

 ⑴ 市民体育大会（令和元年５月１１日～令和２年１月２５日） 

   ２４競技種目  参加者合計  ４，８８２人 

 ⑵ 市民ゴルフ大会（令和元年１０月２１日） 

   参加者数  ２９３人 

 ⑶ 市民ジョギング大会（令和２年１月２６日） 

   参加者数  １，５６１人 

 

指導者・少年スポーツの育成 

１ スポーツ指導者育成事業 

  各スポーツ団体の組織の充実及び資質の向上を図るため、スポーツ活動を推進する指導者を

育成するための事業を実施した。 

 

２ 少年スポーツ育成事業 

  児童生徒等の健康の保持増進と体力の向上を図るため、体育・スポーツ活動を推進するため

の事業を実施した。 

 

事業名 スポーツ団体数 事業数 参加者（人） 

スポーツ指導者育成事業 １８ １２３ 3,487 

少年スポーツ育成事業 １０ ２４ 3,253 

 

スポーツ団体の育成 

１ スポーツ活動推進事業 

  スポーツ団体の育成とスポーツ競技力の向上を図るため、スポーツ大会を実施する団体に対

して市長杯等を交付した。 

  市長杯争奪スポーツ大会 

  １４競技種目  参加者合計 ３，４０６人 

 

２ スポーツ大会選手派遣事業 

  競技力の向上等を図るため、市民体育大会等で優秀な成績を収めた選手及びチームを、愛知

スポーツ・レクリエーションフェスティバル等のスポーツ競技大会へ派遣し、その費用の一部

を助成した。 

⑴ 愛知スポーツ・レクリエーションフェスティバル 

▼ 東尾張地区大会  

８競技種目  参加者合計 ９１人 

▼ 県大会 
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３競技種目  参加者合計 ２４人 

 ⑵ 愛知県青年体育大会 

   １競技種目  参加者合計 ２８人 

 ⑶ 愛知万博メモリアル愛知県市町村対抗駅伝競走大会 

   令和元年１２月７日（土） 愛・地球博記念公園 

   【結果】 市の部（３８市）  ２５位 

        全体（５４市町村） ３０位 

 ⑷ 全国大会出場者激励費交付 

   延べ７９件（内訳：世界大会 ３件、全国大会 ７６件） 

 

３ スポーツ団体への指導、援助 

尾張旭市体育協会 

スポーツ団体相互の連携と強化発展を主たる目的として設立されている尾張旭市体育協会に

対し、自主的に運営活動ができるよう、また、充実した組織として発展ができるよう積極的に

指導、援助を行った。 

 

 

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

　2600番地1 人

人

人

人

人

人

〔 尾 張 旭 市 ス ポ ー ツ 協 会 組 織 図 〕

(令和2年4月1日現在)

団　　　　体　　　　名
協会加

会 員 数
盟年度

軟 式 野 球 連 盟 昭和５２年度 893

弓 道 連 盟 昭和５２年度 69

剣 道 連 盟 昭和５２年度 145

卓 球 協 会 昭和５２年度 262

ソ フ ト テ ニ ス 連 盟 昭和５２年度 65

テ ニ ス 連 盟 昭和５２年度 80

レクリエーションバレーボール連盟 昭和５２年度 85

尾張旭市スポーツ協会 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 昭和５２年度 306

ソ フ ト ボ ー ル 連 盟 昭和５２年度 812

常 任 理 事 会 サ ッ カ ー 協 会 昭和５８年度 516

理 事 会 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 協 会 昭和６０年度 278

傷 害 見 舞 金 審 査 会 バ レ ー ボ ー ル 協 会 昭和６１年度 385

ス ポ ー ツ 少 年 団 平成２年度 218

　事務局 グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 協 会 平成４年度 79

　尾張旭市東大道町原田 エ ス キ ー テ ニ ス 協 会 平成７年度 32

ビ ー チ ボ ー ル 協 会 平成１５年度 226

（尾張旭市役所内） 空 手 道 連 盟 平成２０年度 220

ゴ ル フ 協 会 平成２３年度 55

合 計 4,868

中 小 学 校 体 育 連 盟

陸 上 競 技 協 会 平成２４年度 135

ク レ ー 射 撃 協 会 平成２９年度 7



   行うとともに、利用者数の増加等に応えるため、施設の一層の整備、充実を図った。

○体育施設の備品購入

　　市民の体力向上等を目的に、学校行事に支障のない範囲で各小・中学校の体育施設
　を開放し、地域住民にスポーツ活動の場を提供した。

   ・ライン引き購入（城山野球場）

   ・コースロープ及びワンタッチテント購入（市民プール）

37,972 2,325 44,268

297 7,326

2,255 43,200

（注１）利用人数は、延べ人数。

合　　　計 1,985 30,920 2,248 37,582 2,277

4,856 217 4,003 222 4,176

三 郷 小 学 校 257 5,448 309 6,377

旭 丘 小 学 校 263 4,278 274 6,021 235

309 6,639 308 7,020

298 4,179 288 4,219 283 5,315

3,734 232 4,640 221 4,472220

瑞 鳳 小 学 校 260 2,883 281 3,591

白 鳳 小 学 校 227 4,165 240 4,279

297 5,247 274 5,091

3,016 225 3,865 188 2,675

269 4,698

本地原小学校 163 1,934

247 3,990

旭 小 学 校 257 4,199 266

209 5,844 251 5,2713,478

182 2,311 214

渋 川 小 学 校 108 1,736 111 1,739

城 山 小 学 校 253 3,548 298 4,659 290 4,832

東 栄 小 学 校 197 2,729 287 4,307 262 2,931

188

4,298 261 4,307 280 4,732 272 4,884

利　　用 利用 利　　用 利用 利　　用

人　　数 日数 人　　数 日数 人　　数 日数 人　　数 日数 人　　数

30 686

　⑵　小学校体育館開放の利用状況

学 　校　 名

平 成 27 年 度 平 成 28 年 度 平 成 29 年 度 平 成 30 年 度

763 39,166

（注１）利用人数は、延べ人数。

合　　　計 857 44,596 804 40,612 849

令 和 元 年 度

利用 利　　用 利用 利用 利　　用

日数

3,880 92 3,680

86 1,590 86 1,282

44,998 865 44,877

2,972 95 4,33494

3,600 98 3,920 92 3,68090

84 5,292

3,920 96 3,840 87 3,480

瑞 鳳 小 学 校 73 1,855 79 1,920

白 鳳 小 学 校 93 3,267 94 3,553

90 3,165 106 3,425 97 4,010

3,639

82 6,740

渋 川 小 学 校 110 8,790 108 8,230 106 10,600

東 栄 小 学 校 97 10,340 70 7,520 99 10,300 102 10,810

111 10,000 98 8,200

2,856 105 2,940 98 2,744

日数 人　　数 日数 人　　数 日数 人　　数 日数 人　　数 日数

城 山 小 学 校 88 4,830 78 4,776

本地原小学校 98 4,950 91 4,460 99

83 5,328 91

70

三 郷 小 学 校 96 3,840 88 3,520

旭 丘 小 学 校 97

　⑴　小学校運動場開放の利用状況

学 　校　 名

平 成 27 年 度 平 成 28 年 度 平 成 29 年 度 平 成 30 年 度

5,688

令 和 元 年 度

利用 利　　用 利用 利　　用 利用 利　　用 利用 利　　用 利用 利　　用

人　　数

旭 小 学 校 105

     市民が快適にスポーツを楽しむことができるよう、体育施設の適切な管理、運営を

○令和元年度の主な整備改修工事　　　　 　
 　・総合体育館アリーナ照明ＬＥＤ化等改修工事

２　学校体育施設開放事業

2,844 104 2,953 102

体育施設の整備充実

 　・城山野球場駐車場階段手すり設置工事

１　体育施設の整備充実

   ・器具庫購入（平子北グランド）
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※　平成30年3月31日廃止

10,900

6,603

17,503

23,845

2,074

20,814

40,005

7,155

15,100

11,978

383,516

令和元年度

令和元年度

53,129

29,485

20,015

36,401

32,185

171,215

22,928

20,393

7,457

232 6,951

687 19,388

令和元年度

利用 利用

日数 人数

208 4,980

18,780

施 　　設 　　名 　　称

35,962

247

6,906

6,443

平成30年度

21,663

38,990

8,454

16,060

平成 30年度

11,874

―

―

12,079

4,051

25,671

2,365

187,901

22,614

19,873

31,390

平成30年度

57,603

32,830

21,838

39,668

6,036

63

人数

利用

平成29年度

105 3,620

129135 6,372

309 12,255

令和元年度

利用 利用

日数 人数

75 2,263

日数

利用

日数

156

日数

利用
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旭 中 学 校

11,290

2,996

　⑶　中学校運動場開放の利用状況

利用

229 8,790

日数

270

48

学 　校　 名

73

平成27年度

利用

1,587

平成28年度

6,560283

利用

（注１）利用人数は、延べ人数。

旭 中 学 校

日数

266

11,67111,188

学 　校　 名

人数

264

39,886

22,023

32,947

利用

257

5,080231

268

利用人数（人） 57,835

21,884

17,815

利用

272

2687,390

80019,820

4,915

274

249

7,421278

5,329

高校生以上

19,567 20,279

平子北グランド 14,49815,860

12,53612,237

市民プール

利 用 中学生以下

7,743

（人）

7,330人 数

396,661

平成 27年度 平成 28年度

平子町仮設広場 利用人数（人） 14,562 8,490

1,986

平成27年度

68東 中 学 校 760

2,156

69 2,485

2,056

利用利用

2,38425

利用

日数 人数

利用利用

（注１）利用人数は、延べ人数。

7,231140129

274合　　　計

西 中 学 校

西 中 学 校

平成30年度

人数

利用

4,949

5,720

東 中 学 校 7,451

利用

人数

　⑷　中学校体育館開放の利用状況

人数

5,963

6,819

平成28年度 平成29年度

5,479

平成28年度

18,120

利用人数（人）

25,538

井田テニスコート※

11,651

旭ケ丘テニスコート

33,684

243 258

18,433 810

ア リ ー ナ
総
合
体
育
館

利用人数（人）

70

人数 人数日数 日数

施 　　設 　　名 　　称

利用人数（人）

平成27年度

城山テニスコート

卓 球 室

柔 道 場

剣 道 場

利用人数（人）

利 用 人 数 計

33,691

7,822

401,643

10,874

7,101

17,975

18,827

20,188

7,875

8,424

12,886

3,605

26,618

2,104

20,685

399,043

平成 29年度

7,932

15,989

　⑵　市民プール利用状況

利用人数（人）

409,367

利用人数（人）

利 用 人 数 総 合 計

合     計

23,012

利用人数（人）

7,931

利用

35,798

平成29年度

57,952

33,296

23,215

41,074

192,607 186,240

20,162 19,680

33,688

39,461

754

３　体育施設利用状況及び概要

783

20,975

　⑴　体育施設利用状況

合　　　計

63,748

32,673

―

―

11,069

4,267

34,700

8,979

31,190

弓 道 場

テ
ニ
ス
コ
ー

ト

旭 ケ 丘
デ イ キ ャ ン プ 場

晴 丘 運 動 広 場

利用人数（人）

井田第２テニスコート※

11,620

南 グ ラ ン ド

市民プール広場

利用人数（人）

利用人数（人）

9,237

26,622晴丘テニスコート 利用人数（人）

7,313

35,493

191,030

21,911

利用人数（人）

利用人数（人）

トレーニング室

旭ケ丘運動広場

利用人数（人）

8,660

城 山 野 球 場

利用人数（人）

19,114

利用人数（人）

利用人数（人） 19,119

2,232

7,359

7,2887,619

1,795

25,631

2,6823,018

26,456
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　⑶　体育施設の概要

　所 在 地　東大道町原田２５７８番地　℡５４－２７３３

　敷地面積　５,０７４㎡　　延床面積　３,８９１㎡

　構　　造　鉄筋コンクリート（一部鉄骨）造４階建て　

　　　　　　（床・・・フローリング・ポリウレタン塗装）

　施設内容　・アリーナ（１，３６３㎡）

　　　　　　　　バレーボール・バスケットボール（２面）

　　　　　　　  バドミントン（６面）卓球（１８台）

　　　　　　・武　道　場（５２６㎡）剣道、柔道（９８畳）

　　　　　　・トレーニング室（１２５㎡）トレーニング器具１式

            ・卓球室（３０８㎡）　卓球７台

　所 在 地　城山町長池下地内　　　　  ℡５４－３９７１

　敷地面積　３,０５９㎡　

　コートの種類　クレーコート（２，７３９㎡）

  夜間照明　１８基（平均照度２１４LX）

  利用種目　テニス（４面）

　所 在 地　旭ケ丘町濁池地内　　　   　℡５４－１１６６　

　敷地面積　２,０１４㎡　

　コートの種類　全天候型コート（２,０１４㎡）

  利用種目　テニス（３面）

　所 在 地　東本地ケ原町二丁目地内   　℡５２－２９１４　

　敷地面積　６,７９９㎡（駐車場含）　

　コートの種類　砂入り人工芝コート(３，２８３㎡)

  利用種目　テニス（５面）

　所 在 地　井田町三丁目地内　　　　

　敷地面積　２,３０９㎡　

　コートの種類　全天候型コート

  利用種目　テニス（２面）

　所 在 地　井田町四丁目地内　　　　

　敷地面積　２,２０５㎡　

　コートの種類　全天候型コート

  利用種目　テニス（２面）

　所 在 地　城山町長池下地内　　　　 　℡５４－３９７１　

　グランド面積　１０,７３４㎡（両翼９０m・ｾﾝﾀｰ１１０m）　

  夜間照明　４基

      （照度　バッテリー間８００LX、内野５００LX、外野３００LX）

  利用種目　軟式野球（１面）

　所 在 地　城山町長池下地内　　　　   ℡５４－３９７１　

　敷地面積　６９７㎡　

  施設内容　和弓（近的２８ｍ）５人立

　床 面 積　１３６㎡（射場１０７㎡、的場２９㎡）　

　所 在 地　旭ケ丘町濁池地内　　　　　 ℡５４－１１６６　

　敷地面積　２１,０００㎡（テニスコート、デイキャンプ場駐車場含）

　グランド面積　１０,０００㎡

  利用種目　少年野球(１面)ソフトボール(１面)サッカー(１面)

旭 ケ 丘
運 動 広 場
（昭和57年４月１日）

弓 道 場
（昭和52年11月27日）

城　 山 　野　 球　 場
（昭和49年10月10日）

晴 丘
テ ニ ス コ ー ト
（昭和62年12月１日）

井 田
テ ニ ス コ ー ト
（昭和62年12月１日）
※平成30年3月31日廃止

井 田 第 ２
テ ニ ス コ ー ト
（平成２年４月１日）
※平成30年3月31日廃止

施　　　　　設　　　　　概　　　　　要
施　設　の　名　称　

（ 開 設 年 月 日 ）

旭 ケ 丘
テ ニ ス コ ー ト
（昭和57年８月１日）

総 合 体 育 館

（昭和53年１月23日）

城 山

テ ニ ス コ ー ト

（昭和52年11月27日）
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　所 在 地　上の山町間口地内　　　　　   ℡５３－０６０６　

　敷地面積　１３,６１２㎡

　構　　造　鉄筋コンクリート造

  施設内容　・５０ｍプール（９コース）１,０００㎡

  　　　　　・２５ｍプール（７コース）３７５㎡

  　　　　　・徒渉用プール（変形）３４１㎡

　所 在 地　旭ケ丘町濁池地内　　　　　 ℡５４－１１６６

  施設内容　・テントサイト　１,１０８㎡

  　　　　　・炊事場　木造平屋建（床面積１５㎡）

　所 在 地　東本地ケ原町二丁目地内　　   ℡５２－２９１４

　敷地面積　１９,０９９㎡（テニスコート、駐車場含）

　グランド面積　１０,９７９㎡

  利用種目　少年野球（１面）ソフトボール（１面）

  　　　　　サッカー（１面）２００ｍトラック（１面）

　所 在 地　南栄町旭ケ丘地内　　　　   　℡５２－５７００

　敷地面積　２５,０８６㎡

　グランド面積　２０,０００㎡

  夜間照明　６基（平均照度２０８LX）

  利用種目　陸上・サッカー（１面）ソフトボール（２面）

　所 在 地　平子町北地内　　　　　

　グランド面積　８,０００㎡

  利用種目　軟式・硬式野球（１面）ソフトボール（１面）

　所 在 地　平子町北地内　　　　　

　グランド面積　４,８００㎡

  利用種目　軟式野球・ソフトボール・サッカー

　所 在 地　渋川町三丁目地内　　　　　　 ℡５１－１３７５

　グランド面積　８,６７７㎡

  夜間照明　６基（平均照度２２５LX）

  利用種目　軟式野球・ソフトボール・サッカー

　所 在 地　向町二丁目地内　　　　     　℡５１－２７１５

　グランド面積　８,４１５㎡

  夜間照明　６基（平均照度232LX）

  利用種目　ソフトボール・サッカー

　所 在 地　下井町前の上地内　　　　   　℡５１－２２４５

　グランド面積　９,００２㎡

  夜間照明　６基（平均照度２０２LX）

  利用種目　軟式野球・ソフトボール・サッカー

晴 丘
運 動 広 場
（昭和63年４月１日）

平 子 町 仮 設 広 場
（平成27年４月１日）

旭ケ丘デイキャンプ場
（昭和57年８月１日）

市 民 プ ー ル

（昭和54年７月１日）

東 中 学 校
体 育 施 設 開 放
（平成３年９月16日）

旭 中 学 校
体 育 施 設 開 放
（平成２年９月17日）

西 中 学 校
体 育 施 設 開 放
（平成元年９月15日）

平 子 北 グ ラ ン ド
（昭和62年８月15日）

南 グ ラ ン ド
（平成３年４月１日）
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各種委員会委員    
１　教育支援委員会委員（１５人）

（任期：令和２年７月１日～令和３年６月３０日）

所 属 団 体 役 職 等

大 澤 禎 一 城 山 小 学 校 校 長

龍 尾 和 子 三 郷 小 学 校 教 頭

井 上 千 景 東 栄 小 学 校 教 諭

鈴 木 倫 子 白 鳳 小 学 校 教 諭

上 田 真 也 旭 丘 小 学 校 教 諭

佐 伯 公 学 校 保 健 会 会 長

安 藤 郁 子 瀬 戸 旭 医 師 会 医 師

鈴 木 順 子 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 保護者代表

小 林 紀 彦 愛知県立瀬戸つばき特別支援学校 学識経験者

松 川 博 茂 瀬 戸 市 立 瀬 戸 特 別 支 援 学 校 学識経験者

此 下 布 三 枝 こども課こどもの発達センター
教育委員会が必
要 と 認 め る者

松 本 真 理 子 保 育 課
教育委員会が必
要 と 認 め る者

和 田 智 子 家 庭 児 童 相 談 員
教育委員会が必
要 と 認 め る者

加 藤 ひ と み 健 康 課
教育委員会が必
要 と 認 め る者

村 山 麻 実 福 祉 課
教育委員会が必
要 と 認 め る者

２　尾張旭市いじめ問題専門委員会（５人）

（任期：平成３１年３月１日～令和３年２月２８日）

所 属 等 分 野

川 瀬 正 裕 金 城 学 院 大 学 教 授 教 育

竹 内 千 賀 子 弁 護 士 法 律

安 藤 郁 子 瀬戸旭医師会所属医師 医 療

上 田 千 鶴 臨 床 心 理 士 心 理

星 原 淳 一 尾張旭市社会福祉協議会 福 祉

氏 名

氏 名
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３　学校給食運営委員会委員（１４人）

（任期：令和２年７月１日～令和３年６月３０日）

所 属 団 体 役 職 等

宇 理 須 厚 雄 小 児 科 医 院 院 長

斎 場 勇 治 渋川小学校ＰＴＡ連絡協議会 会 長

橋 本 昌 幸 旭 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 会 長

三 宅 陽 子 三郷小学校ＰＴＡ連絡協議会 副 会 長

三 浦 尚 子 旭 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 副 会 長

山 田 優 子 東 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 副 会 長

石 井 薫 西 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 副 会 長

阿 部 友 里 子 旭丘小学校ＰＴＡ連絡協議会 副 会 長

清 水 真 奈 東栄小学校ＰＴＡ連絡協議会 副 会 長

明 美 公 募 委 員

松 本 浩 一 旭 中 学 校 校 長

伊 藤 彰 浩 渋 川 小 学 校 校 長

堀 江 志 衣 瑞 鳳 小 学 校 校 長

大 澤 禎 一 城 山 小 学 校 校 長

４　社会教育委員（１０人）

（任期：令和元年６月１日～令和３年５月３１日）

※の委員の任期：令和２年６月１日～令和３年５月３１日

所 属 団 体 役 職 等

井 田 寿 三 郷 小 学 校 校 長

森 修 社 会 福 祉 協 議 会 会 長

山 本 正 治 文 化 協 会 副 会 長

吉 田 与 十 六 ス ポ ー ツ 協 会 会 長

若 杉 正 人 棒 の 手 保 存 会 会 長

柗 原 圭 子 地域婦人団体連絡協議会 会 長

氏 名

氏 名
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中 道 晶 乃 子育てネットワーカー

金 森 俊 輔 瀬 戸 旭 医 師 会 副 会 長

松 下 奈 美 子 名 古 屋 産 業 大 学 准 教 授

水 野 さ や か 公 募 委 員

５　文化財保護審議会委員（４人）

（任期：令和２年２月１日～令和４年１月３１日）

※の委員の任期：令和元年６月１日～令和３年５月３１日

所 属 団 体 役 職 等

※斎 場 和 志 元 城 山 小 学 校 元 校 長

奥 野 絵 美 南 山 大 学 講 師

桐 原 千 文 元 名 古 屋 市 蓬 左 文 庫 文 庫 長

林 宏 元 愛 知 淑 徳 高 等 学 校 元 教 諭

６　公民館運営審議会委員（１３人）

（任期：令和元年６月１日～令和３年５月３１日）

所 属 団 体 役 職 等

改 田 世 保 子 文 化 協 会 監 事

中 道 由 美 子 ど も 会 連 絡 協 議 会 副 会 長

田 中 悦 子 地域婦人団体連絡協議会 顧 問

太 田 光 輝 小中学校ＰＴＡ連絡協議会 渋川小会長

梅 村 千 代 美 地 域 活 動 連 絡 協 議 会 会 計

久 野 博 行 体 育 協 会 副 会 長

近 藤 日 出 子 公民館自主活動サークル（パソコン）

安 間 信 代 公民館自主活動サークル（ギター）

佐 野 安 伸 公民館自主活動サークル（写真）

水 谷 葉 月 公民館自主活動サークル（コーラス）

纐 纈 陽 次 地区公民館等利用者協議会
理     事

(城山連合自治

林 秀 和 公 募 委 員

浅 野 憲 冶 公 募 委 員

氏 名

氏 名
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７　図書館協議会委員（１０人）

（任期：令和元年６月１日～令和３年５月３１日）

※の委員の任期：令和元年７月１日～令和３年６月３０日

所 属 団 体 役 職 等

浅 野 謙 一 旭 小 学 校 校 長

井 上 千 景 東 栄 小 学 校 教 務

加 藤 り え 旭 野 高 等 学 校 教 諭

大 喜 多 広 子 地域婦人団体連絡協議会 会 長

水 野 啓 子 図書館おはなし会ボランティア 会 員

冨 田 紀 子 子 ど も 会 連 絡 協 議 会 副 会 長

森 本 和 歌 子 小中学校ＰＴＡ連絡協議会 校区母親代表

松 下 奈 美 子 名 古 屋 産 業 大 学 准 教 授

滝 浪 常 雄 名 古 屋 学 院 大 学 教 授

※松 本 由 美 子 公 募 委 員

８　スポーツ推進委員（２０人）

（任期：令和２年４月１日～令和４年３月３１日）

秋 田 雅 史

浅 見 俊 哉

足 立 文 明

岩 橋 三 枝

岡 本 啓 子

加 藤 省 吾

鐘 ケ 江 勝 晴

木 田 雅 子

小 林 文 子

清 水 美 香

鈴 木 一 平

氏 名

氏 名 担当小学校区

三 郷

瑞 鳳

東 栄

旭

瑞 鳳

旭

旭 丘

三 郷

東 栄

本 地 原

本 地 原
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寺 尾 博 哉

中 尾 高 子

長 坂 三 喜 代

永 野 博

濵 地 智 英

福 嶋 喜 美 子

二 村 誠

三 浦 雅 子

森 下 鐘 一

旭 丘

城 山

※副委員長のため担当校区なし

渋 川

白 鳳

渋 川

※委員長のため担当校区なし

城 山

白 鳳
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学校医・学校薬剤師

区 分

内 科 佐 伯 公 佐 伯 小 児 科 医 院

歯 科 柴 田 鋭 雄 柴 田 歯 科 医 院

耳 鼻 科 加 藤 寿 弥 としや耳鼻咽喉科クリニック

眼 科 大 岩 裕 泰 あ さ ひ 眼 科 ク リ ニ ッ ク

薬 剤 師 森 純 子 あ い 薬 局

内 科 飯 田 幸 雄 飯 田 ク リ ニ ッ ク

歯 科 柴 田 敬 介 し ば た 歯 科 ・ 矯 正 歯 科

耳 鼻 科 小 出 明 美 こ い で 耳 鼻 咽 喉 科

眼 科 馬 嶋 紘 策 馬 嶋 眼 科 医 院

薬 剤 師 臼 田 鋼 司 東 栄 薬 局

内 科 畑 中 徹 畑 中 内 科 医 院

歯 科 山 田 響 介 山 田 歯 科 医 院

耳 鼻 科 加 藤 眞 二 加 藤 眞 二 ク リ ニ ッ ク

眼 科 近 藤 三 博 近 藤 眼 科 ク リ ニ ッ ク

薬 剤 師 本 田 道 子 本 田 薬 局

内 科 山 内 雅 博 あ さ ひ 内 科

歯 科 林 雅 弘 は や し 歯 科

耳 鼻 科 樋 田 和 彦 ヒ ダ 耳 鼻 咽 喉 科

眼 科 振 本 常 弘 ほ ん じ 眼 科 ク リ ニ ッ ク

薬 剤 師 加 藤 久 美 緑 ヶ 丘 薬 局

内 科 金 森 俊 輔 か な も り 小 児 科

歯 科 月 村 雅 史 月 村 歯 科 ク リ ニ ッ ク

耳 鼻 科 加 藤 寿 弥 としや耳鼻咽喉科クリニック

眼 科 太 田 由 枝 太 田 眼 科 医 院

薬 剤 師 浅 井 秀 之 浅 井 調 剤 薬 局

内 科 金 森 寛 幸 庄 南 内 科

歯 科 柴 田 浩 二 し ろ ま え 歯 科

耳 鼻 科 加 藤 寿 弥 としや耳鼻咽喉科クリニック

眼 科 太 田 由 枝 太 田 眼 科 医 院

薬 剤 師 柴 田 桂 子 し ろ ま え 歯 科

（令和２年度）

学 校 名 氏 名 医　療　機　関　等　名

旭 小 学 校

東 栄 小 学 校

渋 川 小 学 校

本地原小学校

城 山 小 学 校

白 鳳 小 学 校
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内 科 山 本 ゆ か り ひ で き ・ ゆ か り ク リ ニ ッ ク

歯 科 増 井 丈 人 ま す い 歯 科

耳 鼻 科 加 藤 眞 二 加 藤 眞 二 ク リ ニ ッ ク

眼 科 振 本 常 弘 ほ ん じ 眼 科 ク リ ニ ッ ク

薬 剤 師 川 本 英 光 －

内 科 新 川 正 治 あ ら か わ 医 院

歯 科 可 児 寿 英 か に 歯 科 医 院

耳 鼻 科 加 藤 寿 弥 としや耳鼻咽喉科クリニック

眼 科 馬 嶋 紘 策 馬 嶋 眼 科 医 院

薬 剤 師 加賀爪 敬 子 ア サ ヒ 薬 局

内 科 町 田 英 之 本 地 ヶ 原 ク リ ニ ッ ク

歯 科 古 峪 秀 樹 コ ザ コ 歯 科 医 院

耳 鼻 科 小 出 明 美 こ い で 耳 鼻 咽 喉 科

眼 科 大 岩 裕 泰 あ さ ひ 眼 科 ク リ ニ ッ ク

薬 剤 師 古 田 さ ち 代 －

内 科 安 藤 郁 子 旭 労 災 病 院 小 児 科

歯 科 加 藤 哲 男 ひ ら こ 歯 科

耳 鼻 科 樋 田 和 彦 ヒ ダ 耳 鼻 咽 喉 科

眼 科 太 田 由 枝 太 田 眼 科 医 院

薬 剤 師 白 井 直 子 －

内 科 中 嶋 博 久 な か じ ま ク リ ニ ッ ク

歯 科 山 崎 雅 弘 ど ん ぐ り 歯 科 診 療 所

耳 鼻 科 小 出 明 美 こ い で 耳 鼻 咽 喉 科

眼 科 大 岩 裕 泰 あ さ ひ 眼 科 ク リ ニ ッ ク

薬 剤 師 丹 羽 松 弘 ぽ ぷ り 薬 局

内 科 松 尾 功 松 尾 医 院

歯 科 森 下 敏 光 ず い ほ う 歯 科

耳 鼻 科 加 藤 眞 二 加 藤 眞 二 ク リ ニ ッ ク

眼 科 近 藤 三 博 近 藤 眼 科 ク リ ニ ッ ク

薬 剤 師 加 藤 富士子 －

三 郷 小 学 校

旭 中 学 校

東 中 学 校

西 中 学 校

瑞 鳳 小 学 校

旭 丘 小 学 校
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    所      在      地    電  話 　　　FAX

尾張旭市教育委員会 尾張旭市東大道町原田2600－1 　　53-2111 　52-2901

（尾張旭市役所）

旭 小 学 校 　〃　　西の野町五丁目1 　　53-2035 　52-2906

東 栄 小 学 校 　〃　　東栄町三丁目5－1 　　53-2926 　52-2911

渋 川 小 学 校 　〃　　渋川町一丁目5-8 　　53-2044 　52-2909

本 地 原 小 学 校 　〃　　南新町中畑252 　　53-2702 　52-2913

城 山 小 学 校 　〃　　城山町城山13－1 53-5020 　52-2910

白 鳳 小 学 校 　〃　　白鳳町一丁目12 53-5700 　52-2912

瑞 鳳 小 学 校 　〃　　大塚町二丁目10－1 052-773-2391 052-777-0174

旭 丘 小 学 校 　〃　　大久手町上切戸117－1 　　54-3066 　52-2907

三 郷 小 学 校 　〃　　瀬戸川町一丁目122 　　54-8777 　52-2908

旭 中 学 校   〃    向町二丁目4-2 　　53-2910 　52-2903

東 中 学 校 　〃　　下井町前の上1602 　　54-6511 　52-2905

西 中 学 校 　〃　　渋川町三丁目2-9 　　54-1191 　52-2904

中 央 公 民 館 　〃　　東大道町山の内2410－2 　　54-5300 　52-5766

渋 川 公 民 館 　〃　　渋川町一丁目6-1 　　53-8600 　53-8861

瑞 鳳 公 民 館 　〃　　大塚町二丁目10－2 052-773-1466 052-771-5969

三 郷 公 民 館 　〃　　井田町三丁目163 　　54-4500 54-4500

藤 池 公 民 館 　〃　　東栄町一丁目4－7 　　54-8722 　52-0151

平 子 公 民 館 　〃　　平子町中通219－2 　　54-9290 　52-5393

本 地 原 公 民 館 　〃　　緑町緑ケ丘100－10 　　54-9291 　52-5644

白 鳳 公 民 館 　〃　　白鳳町二丁目20 　　52-0690 52-0690

旭 丘 公 民 館 　〃　　大久手町上切戸70 　　52-1624 　52-5643

文 化 会 館 　〃　　東大道町山の内2410－11 　　54-8500 　52-4222

図 書 館 　〃　　東大道町山の内2419－5 　　54-5544 　54-5543

ど う だ ん 亭   〃    霞ヶ丘町南298

総 合 体 育 館   〃　  東大道町原田2578 　　54-2733 　52-2902

城 山 テ ニ ス コ ー ト 　〃　　城山町長池下地内 　　54-3971   同  左

晴 丘 テ ニ ス コ ー ト 　〃　　東本地ケ原町二丁目112 　　52-2914   同  左

弓 道 場 　〃　　城山町長池下地内 　　54-3971   〃

城 山 野 球 場 　〃　　城山町長地下地内 　　54-3971   〃

市 民 プ ー ル 　〃　　上の山町間口2485 　　53-0606

晴 丘 運 動 広 場 　〃　　東本地ケ原町二丁目112 　　52-2914   同  左

旭 ケ 丘 運 動 広 場 　〃　　旭ケ丘町濁池地内 　　54-1166   〃

旭ケ丘テニスコート 　〃　　旭ケ丘町濁池地内 　　54-1166   〃

旭ケ丘デイキャンプ場 　〃　　旭ケ丘町濁池地内 　　54-1166   〃

南 グ ラ ン ド 　〃　　南栄町旭ケ丘地内

学 校 給 食 セ ン タ ー 　〃　　旭前町新田洞5005－6 　　53-2971 　53-8751

愛 知 県 立 旭 野 高 校 　〃　　東印場町三丁目4－1　 　　53-5200

名 古 屋 産 業 大 学 　〃　　新居町山の田3255－5 　　55-5101

名古屋経営短期大学 　〃　　新居町山の田3255－5 　　54-9611

東 春 暁 幼 椎 園 　〃　　旭前町四丁目6番地1 　　54-2423

旭 富 士 幼 稚 園 　〃　　旭ケ丘町森87 　　53-5262

し ら ぎ く 幼 稚 園 　〃　　北本地ケ原町三丁目38 　　54-4790

愛 英 本 地 幼 稚 園 　〃　　南本地ケ原町一丁目26 　　54-6311

  市外局番　尾張旭市（0561）

（７・８月のみ）
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